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日本ウレタン建材工業会



DICの優れたウレタン建材

■防水材

■床材

ティックウレタン

プライアテック

■全天候型舗装材ティックタフペーブ

■外壁化粧防水材 ウォールライト

•シーリング材 ティックシー）し

:nIE 
製造元大日＊ィンキ4t零エ類諒式会社

発売元 dPヲ牙'I,,7lレ一7'ンワ！．諜式会社
社 〒101東京都千代田区外神田 2-16-2

第 2ディックピル
も 東 京 03(256)7061代）

Fax.03(256)7389 
名古屋営業所 〒461名古屋市中区錦 3-7-15

ディックピル
合名古屋 052(971)4377 
Fax.052(971)8875 

大阪営業所〒541大阪市東区北久太郎町 4-36
ディックピル
匹大阪 06(252) 6161囮
Fax.06(245)5238 



在来工法では下地水分の逃げ道がな〈ふ〈れの原因となります

ミリオネートドリーム工法

下地の水分を連気層で拡散

拡散した空気を脱気筒より外部に逃すためフクレが発生しな

い工法です

ふくれ追放を可能にした
先進のエ法

ミリオネートドリーム工法は、永年にわたる体験から創り

出されたもので、塗膜防水のもつ問題点はすべて克服したも

のと自負しています。 したがって従来の塗膜防水の常識を超

えた高性能なもので、ふくれ現象を起こさず下地のひびわれ

にもびくともしません。新築から改修まで広範な用途に適し

ています。

RR 
①防水層がふくれることはありません

②下地のひびわれに対する追従性は抜群です

R最低の塗布量が必す確保できます

④負圧抵抗も十分あります

＠熱伸縮が極少です

＠塗膜材の成膜によい環境を与えます

⑦多工程にもかかわらす、作業性が非常に良好です

①保土谷建材工業株式会社

●本社

〒 105 東京都港区浜松町 I丁目 18番 14号 云03(437)9471（代）

スバックスビル 2 F 

● 大阪営業所

〒541 大阪市東区高麗橋 5丁目 45番地云 06(203)465I 

● 名古屋営業所

〒460 名古屋市中区錦 I丁目 17番 13号合052(23 I) 7 2 2 5 

● 札幌出張所

〒060 札幌市中央区北一条西5丁目 3番地合0I I (231) 7 6 I 8 

● 新南陽出張所

〒746 山口県新南陽市大字福川 2592番地云0834(63) 2 5 8 4 

● 福岡出張所

〒810 福岡市中央区大名 2丁目 9番 25号含092(751) 3 5 0 6 

●研究所

〒230 桔黄浜市鶴見区大黒町 7番 43号合045(503)I I 3 9 
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八ラエティに富み、

あらゆる需要に対応てさる

三井東圧のウレタン建材

＂庫ぬ “'iかり防水用 P-302,305,306
床、グランド用 P-760,820, AX-564, 

565,596 
シーリング用 AX-585,613 
液状アミン硬化剤 MC-506, MC-591 
各種ポリオール Diol-1000, 2000, 3000 

ED-56, ED-37, EP-240, 
EP-330 

フフ マー M-35フフイマー
AX -550,616 ，サン —PC-1ド心'

防 水 用 Tタールウレタン②ウレタン
ゴム系 I類
Nノンタール①ウレタンゴ
ム系 l類
Cカラー⑦ウレタンゴム系 I類

床用 F
グランド材 G 

：液型圏易発泡断熱材19.,コ。しこ9 コ，，＿、•-｀

：液型II舅発泡断熱材19ィつ。"”,,.＿ムマ＊り】

⑨ 
三井東圧化学株式会社
ウレタン本部（旧三井日曹ウレタン株式会社）

本 社〒100東京都千代田区霞が関三丁目 2番 5号

（霞が関ピル）電話／東京(03)593-7908

大阪支店〒530大阪市北区中之島三丁目 3番 3号

（中之島三井ビル本館）電話／大阪(06)446-1751

名古屋支店 〒460名古屋市中区錦三丁目 23番 1号（栄町ビル）

電話／名古屋(052)961-3311（大代表）

礼幌支店 〒060礼幌市中央区北三条西 4丁目 1号（礼幌三井ピル）

電話／礼幌(011)221-8578

福岡支店〒812福岡市博多区上呉服町 10-1（博多三井ビル）

電話／福岡(092)271-8592

ウレタン研究所〒247横浜市戸塚区笠間町 1190 番地

電話／横浜(045)891-1111（代）



商品に新しり価値をフラス

〗:；［三五f;、／臼0:；累二： 心

野口闊産楠ヰ合社
〒|76 東京都練馬区豊王北 2 -

合 (994)5601 FAX (994) 1 091 
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昭和61年はヨツヤウレタン（株）がウレタン防水を発売してから20年目

になります。需要家の皆様方の御理解と、御支援により、ようやく

成人式を迎えることが出来ました。厚く御礼申し上げます。

ウレタン施工20年目のキャリヤにより多くのKNOW-HOWを蓄積す

ることが出来ましたが、ヨツヤウレタン（株）は更に精進して、皆様方

に愛され、菫宝がられるウレタン防水並びにウレタン舗装をお届け

出来ると確侶いたしております。

食防水工法……………（下地呼吸防水工法） （断熱防水工法）

•ロバストコート T （タールウレタン系）

•ロバストコート F （カラーウレタン系）

•ロバストコート SG （歩行用防水）
食舗装工法……•ロバスタ ン（表面排水工法）

•レグポールコート（透水式舗装法）
●レグポールフロアー（緩衡マット工法）

食塗り床材 食シーリング材食弾性壁仕上材

本社社東東京都新宿区中落合2-11-3 合 03-954-2611

支店埼玉支店合0429-43-1881

いわき支店合0246-36-3233

:
3
)
r
9
l
l
l
1
B
2
1
5
6
5
7
 

-5-



東洋紡スパンボンド不織布は、東洋紡が独自の技術により

発したポリエステルフィラメントの長繊維不織布て‘す。

防水工事の補強材としてこれまて‘‘にない頼もしい力を発揮します。

●束洋紡スパンボンド不織布は、補強甚材に必要な抗張積（破

壊強度x破壊伸度）が大きいため、補強効果がすぐれています。

●束洋紡スパンボンド不織布と防水材の組合せにより、タフて‘強

じんな防水層が形成され、理想的な補強効果を発揮します。

●東洋紡スパンボンド不織布は、タテ・ヨコ・斜めにバランスがと

れたシートて‘すから、施工時に局部的歪み、目ズレが起こらず、

施工が容易て‘、防水層の補強においてもゞ無方向性のバラン

スのとれた効果を発揮します。

●東洋紡スパンボンド不織布は、素材がポリエステルてすから、

耐蝕性·耐溶剤t生•耐候性・寸法安定性にすぐれています。

●東洋紡スパンボンド不織布使用により、防水材と補強基材が一

体となり、所定の均等な厚さの防水層が、かんたんに形成てきます。

っヽ
し に応じられる、さまざまな
スパンボンドが揃っています。
■東洋紡スノ

4058P 

品 番 幅※゚ 長さ m／反 厚さ nym 重量 9/m’
強ヵkg/5 cm 伸度％

cm 
たて よこ たて よこ

5083P 105 100 0.4 60 16 12 50 60 

4058P 102 100 0 4 60 16 12 50 60 

5088P 105 100 0.5 80 21 15 50 65 

4060C 102 100 0.25 70 19 12 50 65 

※細幅のテープカットもお取り扱い致します。

（大阪）本 社：大阪市北区堂島2-1-16フジタ東洋紡ビル6F 四06(384) 3362,...__,5 

（東京）営業部：東京都中央区日本橋小網町17-9東洋紡ビル5F 合 03(664)8536（代）
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●建設省愛計振発第154号認可

組合員名

東部パンレタン会
大和工業昧苫小牧国
日新建工卸札幌叫
大和防水工業昧
中央建材工業 昧札幌国
日新建工峠 仙台函
中央建材工業 卸仙台国
渥青 建材 昧宇 都宮出
金岡工業誅
桑原建材昧
富士建興昧
中央建材工業諒東京函
富士工材誅
北條渥青工業昧
帷＝
漉属

柏商会
建 材諒

大和工業誅

日新建工聡
卸 フロンテ
三和工業諒

中部パンレタン会
諒五十鈴
聡 折 橋 政 次郎商店
協同建材誅
松 本 工 業諒
重喜防水工業聡
辰巳防水工業（有）
中央建材工業（掬
東海物産誅
東京建材工業峠
債）明光建材
名 渥 工 業誅
日清建工昧
東海物産諒岐阜図
吉 田防水店
太 田 建材誅

西部パンレタン 会
中央建材工業（梱大阪閻
日新建工昧大阪国
松美化建工業誅
棚田建材（有）
久下商店
大 芝 建 材諒
和 光 工 業諒
和光工業昧鳥取血
三和防水工業昧
中央建材工業聡広島叫
諒三洋 技 建
諒 山 本 商会
大三工業誅
徳島大三工業蛛
（有 ）藤 田建 材工業
俄工材社
日建工材峠
青盛建材昧福岡図
俄 大 二商会
高稲工業諒
峠北原建材商会
諒沖縄装美工業

戸斤 在

北海道苫小牧市大町 2丁目 2-5
札幌市西区発寒十五条4丁目 1--15 

地

札幌市中央区大通り西16丁目ー 3 （池川ピル）
札幌市中央区南一条西 7丁目 12 （北日本大通ピル）
仙台市昭和町 4-9 （カーサ北仙台）
仙台市高松 2丁目 11-15
栃 木 県 宇 都 宮 市 宝木 1丁目 6軒 80-6 
東京都新宿区北新宿 4丁目 22-10
東京都新宿区北新宿 4丁目 10-6 
東京都新宿区大久保 3丁目 13-1 
東京都中央区銀座 7丁目 14-3 （安田松慶ビル）
東京都江東区住吉 1丁目 11-5
東京都江東区永代 1丁目 6-2
東京都千代田区外神田 2丁目 10-8 
東京都千代田区神 田 佐 久 間 町 2-4 （丸和ビル）
東京都荒川区南千住 5丁目 5-10
東京都足立区千住東 2丁目 21-28
横浜市西区北幸 2丁目 13-5 （北幸ハイム）
千 葉 県 市 川 市 相 ノ川 1丁目20-20

長野県伊那市西春 近5836-1
富 山 県 高 岡 市 二 番町76
静岡県浜名郡可美村若林2585
静岡県富士市吉原 1丁目 11-8
名古屋市北区大野町 4丁目 12
名古屋市西区砂原町207
名 古 屋 市 千 種 区 高 見 1丁目 6-1
名 古 屋 市 千 種 区 若 水 3丁目20-23
名古屋市中村区稲上町 1丁目41
名古屋市西区城西 5丁目23-2
名古屋市東区大幸町 9丁目 32
春 日 井 市 大 手 田 酉町字酉52-4
岐阜市早田東町10丁目28
岐阜県恵那市大井 町上茶町543-1
四日市市追分 1丁目 8-16

大阪市西区江戸堀1丁目8-15（ニューエドバシピル）
大阪市東淀川区璃 光 3丁目 6-2
大阪府茨木市太田 3丁目22-14
神戸市灘区友田町 3丁目 2-1
京 都 市 右 京 区 西 院春栄町23
和歌山県東牟郡古座 町西 向842
松江市八幡町340-4
鳥取 市 徳 尾153-9 
広島市南区東雲本町 2丁目 4-21
広島市西区中広町 1丁目 4-16 （安藤ビル）
広島県大竹市立戸 4丁目 1-47
松山市三番町 7丁目 8-1
高松市本町 1丁目 17
徳島市北矢三町 1丁目 2-61
高知市中の島 1番 88
北九州市門司区大里 戸ノ 上 1丁目 2-1
福岡市城南区片江 4-8-8
福岡市博多区上牟田 1丁目 18-23
宮崎市大字小松字竹ノ内968
長崎市大橋町23-5
鹿児島市城山下伊 敷町736-11
沖縄県那覇市首里石嶺町 4丁目 164-3

-7-

電話

0144(34)3358 
011 (663) 1525 
011 (641) 1717 
011 (271) 3961 
0222(73)1921 
0222(73)5724 
0286(22)9737 
03 (363)4341 
03 (368)6973 
03 (200)1429 
03 (543)8106 
03 (634)0161 
03 (643)3963 
03 (251)7517 
03 (861)2706 
03 (802)4751 
03 (870)6231 
045(314)5351 
0473(57)5153 

02657(8)4331 
0766(22)0999 
0534(54)5461 
0545(52)3030 
052 (991) 0111 
052(501)1401 
052(761)6181 
052 (721) 2211 
052 (411) 6621 
052 (524) 1411 
052(721)5381 
0568(83)3196 
0582(32)7341 
05732(5)3297 
0593(45)0531 

06 (443)6665 
06 (326)3845 
0726(23)4500 
078(841)3551 
075(311)2044 
07357(2)1111 
0852(37)1321 
0857(27)6507 
082(283)3366 
082(291)3780 
08275(2)5155 
0899(31)6261 
0878 (51) 6811 
0886(31)4161 
0888 (83) 7191 
093 (371) 1468 
092(801)7822 
092 (411) 6511 
0985(47)6155 
0958(45)6216 
0992(29)5155 
0988(87)3847 
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会員団体名 代表者名 〒 電話番号

ア ク リ 卜 ン 会 I山澤貞雄

全国エイアール防水工事業協同組合 i杉浦日出男

〒104

〒105

所在地

東京都中央区八重汁1'12-8-5三菱レイヨン・エンジニア
リング（梱アクリトーン事業部内

東京都港区新橋6-1-1秀和御成門ビル
ー東京支店内

03 (274)4621 

昧ARセンタ
03 (436)1676 

全国アロンコ｀己謡贔裳 i服部介詔

会久保田陽一郎

〒105 東京都港区西新橋1-11-8 丸万 5号館 3F 03 (595)2331 

全国 イサムエラストマ 〒174 イサム塗料（梱東京工場販 03 (969)6886 

全 国 ゴ レ ッ ク ス 会 i吉羽雅巳 〒141

東京都板橋区東坂下1-16-7
売部内

東京都品川区西五反田7-22-17TO Cビル
化成（掬東京支店内

カネボウ
03 (494)2741 

全国パラテックス防水工事業協同組合 i吉田 雅 〒105 東京都港区虎の門5-3-20仙石山アネソクス213号 03 (437)9886 

全日本ウレタン工事業協同組合 I長南四郎 〒100 東京都千代田区霰が関3-2-5霞が関ビル三井東圧化学
昧ウレタン本部内

03 (593)7905 

ソフラ ン シ ー ル 工業会 I森山聖瞭

ダイフレックス防水工事業協同組合 I川勝正元 03 (230) 4311 

デ ィ ッ ク ウ レ 夕 ン 会 i長谷 昌

〒151

〒102

〒101

東京都渋谷区千駄ヶ谷4-24-15東洋ゴム工業（掬内

東京都千代田区平河町2-4-16（平河中央ビル）大和高
分子工業（株内

東京都千代田区外神田?,::16-2第2デイソクビル
ックフルーフィング（掬内

ディ

03 (404)1251 

03 (256)7061 

日本塗布防水工事業協 同組合 I藤平八郎 〒164 東京都中野区中野 1丁目55番 7号 藤ビル 03 (367) 1611 

日本パネコート防水事業協同組合！加茂善十郎 〒550 ニューオカザキバシビル新 06 (541)1931 

ハーゲン防水美装工業会け青 和夫 〒174 フジワラ化学（株） 03 (967)2181 

関東ハルコ ト工 業 会I小原知哉 〒104

大阪市西区西本町2-5-19
東洋合成昧内

東京都板橋区舟渡 3丁目27番2号
東京営業所内

稟京都千代田区神田小川町3-2 JSR別館ビル
フT ックス加工（掬内

日本 03 (541)4111 

パンレタン防水工事業協同組合 I楡井喜重

M T
 

樹 脂 工 事 業協 会 I緒方正幹

全国フリ ントコート工業会 I浅田隆治

〒105

〒100

〒100

東京都港区浜松町 1丁目 18-14スバックスビル

東京都千代田区霞が関3丁目2-5 霞が関ビル
三井東圧化学（掬化成品建材本部営業三部内

東京都千代田区霞が関 3丁目2-5霞が関ビル

ェル石油昧内
昭和シ

03 (431)6309 

03 (593)7803 

03 (580)0111 

助 会 員

会 員 会 社 名

ィ サ ム 塗 料 （株） 新 東 洋 合 成 昧 日 本 ラ テ ッ ク ス 加 工 （株）

（株） A
 

R
 

セ ン 夕 大 和 高 分 子 工 業 （株） 保 土 谷 建 材 工 業 （株）

大 関 化 学 工 業 昧 ディ ックプルーフ ィ ング（株） フ ジ ヮ ラ 化 学 （株）

ヵ 、不 ボ ウ 化 成 昧 東 亜 合 成 化 学 工 業 昧 ＝ 井 東 圧 化 学 （株

昭 和 シ 工 ル 石 油 （株） 東 洋 ゴ ム 工 業 （株） 三菱レイヨン・エンジニアリング（株

8-



⑩ 会誌の発刊に当って—----------------------（江口愛吉）

⑫ リフオームの需要の動向とワレタン建材
------------（広報委員会）

⑱ く座談会〉
屋上再利用としてのウレタン建材

信 くアンケート〉
リフォームにおけるウレタン塗膜防水材の今後

⑯ ウレタンを用↓］た床に今後望ま礼ること
------------（小野英哲）

⑪ 下地調整仕様書

⑲ アメリカみてある記—----------------------- （西川捷ー）

醒 ウレタン建材工事報告

⑯ 製品一覧

⑫ 統計資料

⑭ 役員名簿

⑯ 会員名簿

⑮ 編集後記
広告索引
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会長

日本ウレタン建材工業会会誌第9号を発行するに当たり，所信の一端を述べご

挨拶を申し上げます。

わが国経済の発展と軌を一つに成長を続けてきた当日本ウレタン建材工業会

も，これをとり巻く建築関連業界の環境は厳しく，安定経済下に生き残ること

は容易ではありません。われわれ工業会としても常にウレタン建材の普及に努

め，限りない可能性を追求し，業界一致団結して社会に貢献する必要性を再確

認したいと思います。

高分子化学の結集ともいえるウレタン樹脂と応用技術の組み合わせによる施

工法が一体となり，ビルや住宅の屋根0外壁の防水材を筆頭に，工場，体育館，

病院，学校などの床材，さらには陸上競技場やテニスコートなど，スポーツ施

設の弾性舗装材というように，ウレタン建材の用途は限りなく広がっています。

豊かな時代の快適な住居環境も，戦後20年～30年代に建てられた建築物がい

まいっせいに改修の必要性に迫られ，まさに大規模リフレッシュ時代の到来と

いえるでしよう。

日本ウレタン建材工業会は，高度技術をモットーに，改修工事診断システム

と，施工標準仕様書の作成にとり組み，その対応と普及を計るために徹底した

広報活動を行なう所存であります。そのために当工業会は次の 5項目をキャッ

チフレーズに技術，広報両委員会の主要テーマとして事業活動を展開致します。

1' 

ウレタンは無限の可能性を持っています。こうした建築技術に対応しての応

用技術・製品の開発に当工業会は全力でとり組み，末知の分野への挑戦をつづ

け， 21世紀を目指して可能性を追いつづけ，新しい時代の要求に応えてまいり

ます。

2'建物の生命は防水です

「完璧な防水」は建築界の悲願ですが，ウレタン建材はその持てる性能をフル
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に発揮させるとともに，たゆまぬ応用技術の研究開発によって，一段と高性能

な防水工法を目指し，施工技術の開発をも含めて邁進していきます。

3' 

ウレタン防水はまさに改修に必要な条件をすべてクリアーした，最適工法と

しての地位を確立しています。

建物をリフレッシュさせ，寿命をのばすウレタン防水工法，年をとっても若々

しく生き生きと一これは人間も同じことです。

4, 

ウレタン防水は簡単な処理をするだけで，既存下地をそのまま利用して防水

改修できるのです。エ期は早く，無公害，安全性も抜群。当然ながら他工法に

くらべてトータルコストは圧倒的な優位性を誇っています。

5' ってきだ

外壁は建物の顔です。建築家にとって外壁はデザインのポイントです。いち

ばん気をつかうところです。外壁が汚れていたり，ヒビが入っていたりしては，

景観を損ねるだけでなく，マンションなど高く売ろうにも売れるはずがありま

せん。ただここで見逃してはならないのは，外壁はこうした美観性だけが問題

になるのではないということです。機能面で防水性や中性化防止もきわめて重

要なのです。

外壁からの漏水で，内装や家具が大損害を受けたという例も最近は数多く聞

かれるようになっています。

今後もわれわれ日本ウレタン建材工業会は，ウレタン建材の普及•発展に全

力をつくす所存でございますので，ご理解とご指導を切にお願いいたす次第で

あります。
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日本ウレタン建材工業会広報委員会

は

住宅リフォーム需要だけをとりあげても市場規模

は昭和58年時点で 6兆円強， 65年には10兆円になる

と推定されており，低迷を続けるわが国建設業界の

中にあってリフォーム工事関係だけは活況を呈して

いる。

官公庁施設や民間ビルにおいてもリフォー

は活発に実施されており，屋上防水，外壁，内装，

設備機器に至るまで幅広い範囲で工事が行なわれて

いる。

経済の低成長にともなう新築工事の低迷の中でリ

フォーム産業だけが活況であり，当然のことながら

総合建設業者，専門工事業者，材料メーカーなど関

係者が， リフォーム需要獲得に動いている。

こうしたリフォーム工事の中で屋上防水材，床材

などウレタン建材は，その優れた特徴が評価され，

各部位で使用されている。具体的には①屋上，ベラ

ンダ，庇，開放廊下などに使用されるウレタン塗膜

防水材②一般室内，共用廊下，ベランダなどに使用

されるウレタン塗床材③PC板目地，窓回り目地など

建物のジョイントに使用されるウレタンシーリング

材④屋上，遊戯場，運動場などに使用されるスポー

ツ舗装材⑤外壁の化粧と防水を兼ねたウレタン系外

壁化粧防水材＿などがあげられる。

いずれもウレタン素材の持つ耐久性，美観性，施

工性の優れた性能が，認められたものである。

今後もリフォーム需要が急増する中で，ウレタン

建材の用途は増大するであろうし，ニーズにマッチ

した製品，工法の開発が急テンポで進むものと思わ

れる。

現在わが国には3800万戸の住宅ストックがあり，

このうち経年数の多いものを中心に大なり小なりリ

フォーム工事の必要性にせまられている。昭和58年

の建設省の住宅需要実態調査によれば住宅の新築，

購入， リフォームなどによって住宅を改善しようと

している世帯は全国で1119万世帯であり， このうち

リフォームによって住宅を改善しようというのは

241万世帯に達している。

住宅ストックが量的に充足されており，しかも居
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住者の住宅の質的向上， という

意識が高まっている現状を考えると住宅リフォーム

の重要性は今後ますます大きくなっていくものと

えられる。

ところでーロに住宅リフォームと言ってもその範

囲は広く，屋根，外壁などの明らかな劣化に対応す

る改修から内装，ィンテリアの模様がえまでさまざ

まである。

住宅リフォーム需要を大きく分ければ①補修，改

修，増築，改築など謳体の変化をともなう分野（台所，

便所，浴室などの大型設備の改善工事は艦体の変化

をともなうのでここに含む）②インテリア製品購入

のように謳体の変化をともなわない分野の 2つに分

類される。

この 2つの市場を推計すると昭和58年で補修，改

修，増築分野が3.3兆円，インテリア購入が2。8兆円

という数字になり，ほぼ住宅リフォーム市場を 2分

している（表ー 1)。

住宅リフォーム6.1兆円という市場は新設住宅市

場13兆円（居住専用，居住産業併用）と較べると半数

近い数字となっている。

今後もリフォーム需要が増大することはほぼ間違

いなく，現在の伸び率でいくと住宅リフォーム市場

は昭和65年には10兆円に達することになる。これは

表ー 1 住宅リフォーム市場の推移

（単位：兆円）

？門:1|昭t:541昭：和：551昭t:I昭t:571昭58： 

合 計 I 5.1 I 5.2 I 5.4 I 5.6 I 6.1 
囲 I.増築、修理・改修の市場規模は昭和54年～58年までの工事

総額（住宅需要実態調査）をもとに、「家計調査年報」の設備

改善・維持費の伸び率を用いて、年別の値を算出したもの。

2.インテリア部門の市場規模は、家計調査年報よりリフォー

ムに関係が深いと思われる商品に対する支出額を求め、それ

に世帯数を乗じて算出。

具体的な商品項目は次のとおり。

家庭用耐久財（トースター、電気掃除機、電気洗濯機、 ミシ

ン、電気アイロン、扇風機は除〈）、室内装備品（上敷きござ

は除く）、寝具類。なお、 58年の値は57年と同じと仮定した。

（資料） 建設省「住宅需要実態調査」、総理府統計局「家計調査年報」

市
場
規
模
（
兆
円
）

゜

32兆円

昭和58 昭和65

図ー 1 住宅市場の推移

新築，中古を含めた住宅市場の 3割弱という数字に

なる（図ー 1)。

3800万戸の住宅ストックのうち中高層共同住宅は

約700万戸に達している。さらにそのうち分譲共同住

宅（いわゆるマンション）は140万戸と推定されてい

る。

中高層共同住宅のリフォーム工事は完成後10年を

めどにして実施される例が多いが，共同住宅ストッ

クの中で完成後10年を経た住宅は昭和55年時点で約

35%，以後毎年35万戸の共同住宅が供給されていく

と仮定した場合，昭和60年にはこの割合が50％に達

してくる。

住宅着工統計調査における共同住宅のストックを

5歳年齢に区分すると表ー 2にようになる。

中高層共同住宅のリフォーム需要は①建物の修繕

に関するもの（外壁塗装，鉄部塗装，屋上防水など）

②共同設備に関するもの（給水ポンプのオーバー

ホール・取替え，給・排水管の改修•取替え，消防

設備の新設など）③構内整備に関するもの（駐輪場・

駐車場の新設・増設，貸倉庫の設置，排水溝の改修，

構内通路の改修など）に分けられる。このうち共用部

分のリフォーム（修繕，改修）経費は表ー 3のように

なっている。

その結果，昭和58年の修繕需要の規模は2300億円，
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昭和60年には3000億円，

和67年には8300億円にま

でも

は4900億円，

4)。その中

ると，

5のようになり，昭和59年が800億円， 60年には

1000億円となり 63年に1600億円， 67年には2600億円

台に達する見込みである。

各修繕工事費の費用は外壁塗装が最も多く，給水

屋上防水の順になっている。

最近の大型マンション大規模修繕工事を例にと

り，防水，シーリング関係の戸当り施工面積を算出

してみると，屋根防水が13~14m2，ベランダ防水が

7~10m2，窓回りシーリング防水が28~32m,

地シーリング防水が18m前後となっている。

例にあげた団地はいずれも築後10年前後の中層団

地で現状の中高層住宅の代表的な例と言える。

表ー2 昭和58年における共同住宅の年齢区分

4
 （単位：百万円）

昭和 58年

11 5 9 11 

II 6 0 II 

II 6 1 II 

II 6 2 II 

II 63 II 

II 6 4 II 

II 65 II 

II 6611 

II 6 7 II 

2 3 0, 6 0 2 

2 7 1, 9 6 6 

3 1 5, 2 2 5 

3 6 3, 6 7 3 

4 2 0, 4 1 3 

4 9 0, 5 2 4 

5 6 6, 6 0 0 

6 4 3, 8 2 4 

7 3 5, 0 1 7 

8 3 8, 7 0 6 

住宅年齢 1歳～5歳 6歳～10歳 1識～15歳 16歳如歳 21歳→あ歳 26歳～

昭和和1554年 昭和和1459年 昭和l44年 昭和和1349年 昭和和心34年対象年
昭和l33年昭 8年 昭 3年 昭和48年 昭 3年 昭 8年

戸 数 1,843,197 1,435,944 1,570,164 747,200 354,294 218,442 

3 公的賃貸住宅の年齢別平均戸当り年間修繕費 （単位：円）

こ 1 ~ 5 6 ~ 10 11 ~ 15 16 ~ 20 21 ~ 25 26~28 

建 築 715 3,299 24,992 36,851 44,207 84,847 

北/‘‘ 用 5,260 8,357 6,485 28,820 77,666 14,350 

構内整備 832 1,843 7,247 779 3,285 2,686 

（注 1) この数値には日常の小口修繕費や共用設備等の保守点検費は含まれていない。

（注 2) 「中高層共同住宅管埋問題忙関する調査研究ー設計管理技術及び住宅性能表示方法ー」

（昭和 56年 2月， （財）日本住宅総合センクー）。

5 各年別修繕需要の推移 （単位：百万円）

こ 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 

外壁塗装 31.611 19.170 25.560 24,436 38,499 52,640 531320 55.7 48 69,920 88977 

鉄部塗装 13li50 18.500 18,642 15:308 22190 26.550 33250 33900 30.B70 40J50 

屋上防水 8.512 4/380 7.896 13,728 叩 61 l6005 18,768 2 3.8 6 I 23.744 1⑲ 98 

給水管工中| 12.765 17~01 28.044 31,734 26,325 29,252 32035 39.468 53,792 59,512 

排水管__[卓 11,505 15,500 15.535 13J92 18.815 22J25 27,650 28l37 25.s78 33,215 

浄化槽エ巾 8,580 11,500 11.472 9,700 l 4SJ 4 5 16.S 20 20{,50 2 JJ)l 8 19,110 24.820 

＾ ロ

計 86f,23 87,451 l 07.149 l 08,698 l 34,090 163,092 186.173 202J32 2231J14 265,672 
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やや大ざっぱな数字であるがこの例から中尚l曽果 I 凡例
100 

合住宅の各部位別施工面積をもとめると屋根防水が

9590万m ＼ベランダ防水関係が7000万m2, 窓回りシー 延 I 口
リングが 2億1000万m となり，そのうち50％近くが

血
7 5 坦木ヽ9 l : 非旱-]l: 

リフォームの時期を迎えたものであると
柏

され
（万m'） 526 

る。 50 

官公庁施設や民間商業ビルでもほう大な建築ス

トックの中で， リフォームを必要としている建物は

年々増大している。

毎年 2億面前後の建築着工床面積のうち居住専門

および居住産業併用用途を除いた9000万面前後が各

産業の民間建築，公務文教用建築などとなっている。

いずれにせよ毎年 1億面弱の非住宅分野での建築

ストックが誕生しており，住宅分野と同様に半数近

くがリフォームの必要性にせまられている。

一般建築分野でのリフォーム工事は建物の用途が

さまざまであるため，多種多様である。極端な場合

は対象建物の解体，再建築経費の 7割近い経費をか

（億円）

300 

250 
修紐予測額（全国）

200 

冒
1-

ー
-
a
(

修特

額

5

0

0

0

1

1

 

ーi

金

50 
特修予算額（全国）

乙
゜50 5152 53 54 55 56 5758 59 60 6162 63 64 65 66 67 68 69 70 717273 74 75 76 77 78 79 年度

（注） •特修計画額及び特修予算額は特別修紐、合同庁舎施設
の合計額

•修紐予測額の算出対象は建設省所轄施設

•修紐予測額は59年度想定単価による

図ー 4 官庁施設の修繕費（各所修繕費を除く）

25 
15.9 

126.5 224.2 202.6 242. 7 

60.0 

゜廿召 廿f{ ll召 Il召廿召廿召 廿召 廿召 8召 廿{{ Il召 廿召
5 6 11 16 21 26 31 36 41 46 51 56 
↓'J I ¥ ¥ I ¥ I ¥ ¥ I I I 
廿ij 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 

図ー 2 建設年次別延面積

（単位：円／m'／年）

5I ,04I 0 

， 

3,141 

2,, 357 1 

'":":":;亨733 
8651 

6,000 

5,000 
単

価 4,000

（円／m／年）

3,000 

1 
2,000 

1,000 

゜5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 

-建物経過年数（年）

（注） 1) 試算対象建物は3,OOOm2RC造 4階建

2) 単価は59年度想定とする。

図ー 3 経年別のモデル修繕費単価（各所修繕費分除く）

ける場合もある。そのような場合は謳体のみを残し

て内外装仕上および設備機器の一切を更新すること

になる。しかし一般的にとりあえずリフォー

が求められるのは屋根防水改修および外壁改修工事

（シーリング含む）である。

一般ビル建築のリフォーム工事は用途変更やイ

メージアップという要求があるため， リフォーム工

事でも新しい技術，材料の開発を求められるケース

が多い。

こうしたリフォーム需要に対して大手ゼネコンも

積極的姿勢を見せている。リフォーム子会社を設置

するなどして，技術開発，営業強化などに注力して

いる。
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図ー 5 建設省関係の改修関連の動き

-16 -



一方建設省でも「官庁建物修繕措置判定手法（案）」

および「官庁建物の改修設計指針」を作成，昭和61年

度から適用すべく準備を進めている。

昭和58年度末の官庁建物実態調査に示されている

延床面積は1,017万面であり，これを建設年次別に示

すと図ー 2のようになっている。図に示されたとお

り昭和41年以降に建設された施設が約70％を占めて

おり，これらは今後最も多くの修繕費を必要とする

時期にさしかかっている。

図ー 3に示すような経年別モデル修繕費単価に基

づく建設省所掌施設の修繕予測額は図ー4に示すと

おり 15年後位には必要額が倍増する見込みである。

なお建設省関係の改修関連の動きは図ー 5のとおり

である。

年間52,900トンにおよんでいるウレタン建材はそ

の製品の多くがリフォーム工事のニーズに適してい

るため，現在でも半数以上がリフォーム用途である。

リフォーム市場が増加する中で今後もウレタン建

材も需要増となることは基本的には間違いないと思

われる。

さらに現状では潜在的なリフォーム需要の中で，

ウレタン建材のシェアがまだ少ないことを考えると

逆に今後の可能性を大きくしていると言える。

屋上防水改修で言えばゴムアスファルト系，ある

いは熱アスファルト防水工法のシェアが非常に高

く，今後ウレタン塗膜防水のリフォーム工事上のメ

リットが理解されてゆけば，確実にシェアは増大す

るはずである。

ウレタン塗膜防水は他の防水工法に比べ，多くの

利点がある。①旧防水層または押え層の撤去を必要

としないため工事中の騒音がなく，工事中の漏水の

心配がない。むろん熱アスファルトエ法のような悪

もない②撤去して改修するよりコストが％～％で

すむ③10年か20年後に改修時期がきても，部分的な
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屋上防水

補修をして，さらに全面に1.0,...___.,2.00mm程度塗り足せ

ばよい などが具体的な特長である。

さらに最近の工法として需要を伸ばしているのが

スポーツ舗装材，床材と組合わせたエ法である。代

表的な例は大都市の学校の屋上である。屋上防水改

修を行なうと同時にウレタン舗装材を施工してス

ポーツ施設として利用するものである。

この工法は都心部のビルで屋上の改修再利用とし

て実施される例も多く今後の期待が最も大きいもの

である。

床材，シーリング材，外壁塗膜防水材などの分野

でもそれぞれのリフォーム需要増加の中でウレタン

建材のニーズは高まっている。

リフォーム需要の中でのウレタン建材へのニーズ

は，従来実績の乏しかった官公庁分野でも大きく

なっており，文部省における学校施設への採用，

宅・都市整備公団における採用の検討などによって

さらに需要が伸びるものと思われる。

リフォーム需要の増大は，ウレタン建材にとって

好ましい市場背景であり，従来以上にリフォーム

ニーズにマッチした材料・エ法を開発することによ

り相乗的な需要増が見られるものと思われる。



増大可るリフオー△関逢工事は，建築業界でも注目の的と

なってきている。屋根防水分野でも， 10数年を経過しだ建築物

は全面改修工事ガ実施されている。こうした状況下で，ウレタ

ン塗膜防水工法は，その特徴ガ各万面で騨価され，多くの実績

を残してきだ。合回は，リフォー△時代に応える防水工法とし

て，「屋上再利用としてのウレタン建材」の方向性をさくってみ

だ。

梧原幸八郎（建設省関東地方建設局営繕部）

江口 愛吉（ディックプルーフィング（株）代表取締役）

三浦慶政（大和高分子工業（株）代表取締役）

月城啓介（新東洋合成（株）代表取締役）

四家 正勝（ョッャウレタン（株）代表取締役）

辺見 仁（高山工業（株）取締役技術部長）

司会増渕義一（保土谷建材工業（株）取締役社長）

紫命命命命命傘命傘傘傘傘碕碑嗜

iリフォームとしての t 
｛ ゥレタン建材 i
為呻吟叫…色戸炉 守宇甲宇吟吟呵疇

司会 最初に梧原さんにおうかが

いしたいのですが，最近のこう

いったリフォームの時代における

屋上の再利用みたいなことは，建

設省あるいは官庁ではどんなふう
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にお考えになっておられますか。

高度成長時代が終わって，使い捨

て時代からものを大切にしようと

いう風潮が国民に流れてきたと同

時に，建物についてもリフォーム

ということが考えられるように

なって，そのへんの思想が全般的

に国民に行き渡ってきたのではな

いかという感じが強くするのです



が，お役所の立場， ではそういう使い方 って

から ら， どんなふうに じ います。

になっておられるか，お話し願え

ればと思います。

確かに公共建築物も，

のようにどんどん新しくしていく

ことは，国の予算的な関係からで

きませんので，従来あった建物を

合理的に保全しながら，ある

は一部保全の中にグレードアップ

をすることも入れて，建物を維持

管理をしていくというような思想

ができています。現状としては，

昭和30年代に建設した庁舎は狭監

や老朽化が著しく，不便を来たし

ているものが見受けられるが，従

来のようにスクラップアンドビル

ドといった解決方法ではなく，次

のようになっています。

狭陰については在来部分を利用

し，かつ足りない部分を増築する

（敷地面積に余裕のある場合は平

面方向，構造上の余裕がある場合

は上方向）。この場合，在来部分に

対して耐震および防火点検などの

安全性を高める点検を併せて行な

い，安全性を高めることとしてい

ます。

ちょっと堅い話になりますと，

という言い方がいいのかど

うか，一般的に建設省というと，

外に向かっては住宅局がありまし

て， これが建築基準法を持ってい

る部署ですが，私のところは官庁

営繕部と言いまして，役所の建物

をつくるところですから，

成後の建物の保全についての基準

や指導が必要となってきます。そ

こから保全の基準を出していま

す。将来はそれを法律にもってい

きたいと考えておりまして，そう

いう行政指導をやっているという

動きもあります。

それに付随したものとして「保

全指導要領」，「建物維持管理の手

引」，「官庁建物改修指針（案）」な

どが作成されています。

今後は改修工事の工事仕様書の

作成が必要になると考えます。

司会 いま梧原さんのほうから，

お役所として，従来では悪いとこ

ろを直すというだけだったのです

が，居住性をよくするために根本

から建て直すのではなくて，利用

ら江口社長は，昨今の改修工事，

屋上の再利用などをどんなふうに

お感じになっていますか。

スポーツ施設としての

江口 司会の趣と異なり恐縮です

が，せっかくの機会ですので， こ

の際，工業会について概略をお話

させていただきたいと思います。

現在の日本ウレタン建材工業会

は，共通の企業体で構成された正

会員が20社，原料メーカーの特別

もう一つの方向としては，従来 しながらいい部分を残し，環境を 会員が 7社，替助会員 8

利用していなかったスペース，

上の部分などは役所の場合はほと

んど人を上げないで利用していな

かったんですが，休み時間などに

いつも部屋の中に閉じ込もってい

ては，環境の面で職員の健康管理

上よくないということで，屋上部

分にテニスコートをつくったり，

バレーボールのコートをつくった

り，従来の建物を利用していく上

変えていくというようなことを進

めていく。そして，それを進める

に当って，保全基準とか，修繕処

置判定基準とか，あるいは改修指

針とか，それに基づく仕様書の作

成までお考えになっているという

ことでした。

そこで実際にそういう改修工事

の場面で，ウレタンという材料を

市場に投入するメーカーの立場か
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しています。

いま，建設省の梧原さんから

お話をいただきました。ゎ

れわれの工業会は数多くの問題を

かかえていますが， これからは，

に塗膜防水用ウレタンの

（品質と工法）を生かして，建築

改修の分野で幅広く応用技術を追

求していきたいと思っています。

工業会の重点施策は，高度な技



当然ですが，私どもはユーザー

の立場にたって材料の吟味をして

いますが，それでもトラブルを起

こす懸念が多くありますので，

会社の大日本インキ関連施設の改

修面で長年トライしてまいりまし

た。また，別にスポーツ施設工事

会社が関係会社にありますので，

これらと共同して屋上のスポーツ

利用面でも多くの実績を持ってい

ますし，貴重な空間の再利用とし

ても潜在性が高いものと思いま

す。

ている者です。

なぜ利点があるのかという

になりますと，ウレタ

のが人が直接歩く，使用

場合に，非常に適

という材料物性の

建設のリフォーミン

た場合の利点になり得る。こ

メキシコオリンピックのとき

天候にお使いになったところ

歴史は始まっております。

非常に莫大な面積である

の床に，それもスパイクシュ

司会江口社長から， として で歩いても長持ちするものな

術開発の方向づけ（改修工事診断

システムと新工法）と， これを背

景とした広報活動の徹底を計って

いきたいと念願して，今年度から

技術委員会と広報委員会を強化い

たしました。

日本ウレタン建材工業会をとり

巻く建築関連の環境は大変厳しい

ものがあり，安定経済下に生き残

の立場から らってい

る技術志向と広報活動の徹底，に

ついてお話になられたのは，当然

屋上の防水またはそれをスポーツ

施設としての再利用を図っておら

れるという上でのお話かと理解す

るのですが，屋上の再利用という

意味では，都内の学校関係その他

で実績を非常に積まれておられる

るための個々の企業努力は当然で ヨツヤウレタンの四家社長にその

ありますが，われわれ工業会とし

ても，常にウレタン建材の普及に

努めて，限りない可能性を追求し

ながら，業界が一致団結して社会

に貢献をしてまいりたいと思いま

すので，皆様のご理解とご協力を

お願いいたします。

実は，ディックプルーフィング

は，ウレタン建材の約20年の歴史

の中では社歴も浅く，今だに試行

錯誤を繰り返していますが，何し

ろ責任の伴うものですから，絶対

に事故を起こさないことをモッ

トーに，設計と材料のPRに努めて

施工面の指導を行なっています。

へんの傾向とか， どんな点が今後

の課題だとか，施工業者の立場か

らお話し願えればと思います。

リフォーム

四家先ほど，梧原さんから行政

の立場からの長期的なリフォーミ

ングに対する展望というお話をう

かがいまして，われわれウレタン

を専門に扱ってきた者の立場から

ますと，まさにウレタンはリ

フォームにお使いになる資材とし

て全く適切な材料であると，思っ
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という実例を，メキシコオリ

ピックでご採用されたことに

ご，その厚みを乗せたウレタ

利点を生かしていかなければう

だということで，私どもでも

用ウレタン仕上げ，もちろ

兼用という能力も加味してや

わけです。

これは全くウレタン

れたということで，ウレタン

フォーミング用途にも向くと

ことになってきました。ただ，

キシコオリンピックでのス

利用が即，歩行用防水で日

マーケットで拡大できたかと

と，それまでの間は，ウレタン

水が始まってまだ 3年ぐらい

態だったので，世間からは

か受け入れられなかった。ウ

ン防水そのものに対する不安，

膜防水に対する不安という

残っていました。

それを各業者の熱

ぞってのウレタ
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よる業界PRと技術レベルの

と共同作業したことによって，メ

キシコオリンピック以降，次のオ

リンピックの 4年後までの間に

は，日本でも応用の実例として増

えていったということがわれわれ

の流れです。

それが，先ほど司会の方からお

話があったように，今日現在，皆

さんのところで非常に努力をして

多くの官庁関係にご採用されてい

た。また，そういう恩恵にあやか

りながら私どもヨツヤウレタンと

しても， リフォーミングに官庁お

よび学校でもご利用されるに至り

ました。

しかし建設省さんに行く前の段

階として，東京都さん，各市町村，

県単位などではリフォーミングに

対する工事の材料ということで，

莫大な金額の工事量が出ておりま

す。この実績をふまえて近い将来，

積極的にウレタン資材もリフォー

ミング材料に適するものであると

いうことで取り入れをお願いでき

るようになるだろうと，非常に希

望的に思っております。

司会 いま四家さんから，ウレタ

ン建材の持っている性能が非常に

補修向きであり，それは防水材と

してスタートしたウレタン建材

が，メキシコオリンピックのよう

な世界的事業を契機にスポーツ用

歩行用にも耐えられるということ

が，立証され，今日に至っている

からだというお話でした。これに

ついては，メーカーとしても正直

のところ皆さん同様に感じている

ところです。

そういう

業の辺見さんあたりは，アスファ

ルト防水や，シート防水や，いろ

いろな素材で防水工事はじめ種々

の工事をやっておられる立場か

ら，屋上再利用としてのウレタン

建材素材をどんなふうにお感じに

なっておられるのかお話し願えれ

ばと思います。

命今傘傘傘

納まり

むしろ

守咄啄匹的翁

辺見 利用するというか，露出の

ままでということですが，自分の

ところの屋根をそのまま露出で利

用できるという防水の材料という

のはウレタン以外にはない。ただ，

われわれが施工していた問題に

なってくるのは，私自身常々思う

のですが，やはり改修で使える、

あるいは改修で非常にいい結果を

得られる工法というのは，最終的

には新築の場合にも当然いい。

改修と新築を比べた場合，はる

かに現場の条件は改修のほうが悪

いですから，その悪いところに向

けているという工法はなにもリ

フォームだけではない。むしろ新

築には使えるけれども、改修には

使えない工法が大部分なんです。

いわゆる建築学会仕様とか，いろ

んなところの仕様の標準に入って

いても，改修にはだめだというも

のが非常に多い。

ただ、ウレタンそのものでも材

料部材としての露出で歩行という

ものに対してはもちろん今の時点

では非常にいい結果も出ている
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し，問題は別にないですが，防水

工事として改修ということでとら

えた場合の問題点は， まだまだ解

決できない問題が多い。われわれ

施工する立場から言いますと，床

面は現在の仕様のままでもってい

ける。しかし納まりというかたち

が絡んできますと，なかなかピ

タッとこれでいいんだというもの

はなく，いまだにいっぱい問題が

ある。つまり施工業者に相当のそ

のへんの施エノウハウみたいなも

のが課せられる。

ですからそのときに問題になっ

てくるのは，既存の屋根の状態が

どうかで，判定が下されるという

んでしょうか。一概にウレタンが

いいからそれを頼むというので失

敗するケースも，中にはある。床

はいいけれどもということです

ね。そのへんが今後，先ほど会長

さんがおっしゃった技術の裏づけ

で，材料ももちろんそうですが，

施工技術が、今後相当比重を占め

てくる。



今まで改修工事をやって失敗し

た例というのは，大部分が納まり

関係だと思いますね。納まりは新

築の場合には，今ここにおられる

メーカーの方もカタログその他で

納まりの対処法を図解で示したり

してあります。しかし改修の場合

は出せないですね。出そうとして

も，なかなかいろんなかたちで

もしそれでさらにリフォームを

主体にして考えていこうとすれ

ば， もう一歩突っ込んで新築のと

きの設計の納まり図というか，

メーカーさんが出された納まり図

は， リフォームを考慮したかたち

の納まり図というもので出てこな

い，われわれ調査依頼を受けて調

した場合，材料は適用するもの

がいっぱいあるけれども，納まり

上やりようがない。極端に言って

鉄骨を組んで，屋根をかけただけ

という建物が中にはあります。そ

のへんが今後大きな課題になって

くるのではないかと思いますね。

いわゆる現場の条件というのを，

今後開発していく上で，どのくら

いつかみきれるか，あるいはどの

くらいつかむか。それが大きなポ

イントになっていると思います

ね。

司会確かに辺見さんがおっしゃ

るように，改修に向くんだったら，

も向くはずだと言われるの

はごもっともだと思いますね。そ

ういう意味では，ウレタンという

素材は素材としてはいいものを

持っている。素直に現実を見てみ

ると，ときどき失敗しているのは

工法がまずいというか，素材はい

いんだけれども，納まりの面が防

水上， まずい場合がある。改修工

事というのは防水に限らずすべて

そうなんでしょうが，まっさらの

ところではない。相手が千変万化
，， 

で，それに臨機応変にどううまく

対処して，その素材のよさを生か

していくかということが重要な点

だと思いますね。

ですから施工業者あるいは改修

工法をなるべく多く集めて，それ

を作業標準にするとか， していか

ないといい素材も生かせないとい

う話ではなし)かと…•..。

材料の持つ欠点把握

がポイント

辺見 ですからわれわれがいちば

ん必要なのは，これを改修に限ら

ず全工法そうですが，その欠点な

んですね。材料が持つ性能と同時

に，どんな欠点があるかというこ

と。ウレタンならば配合ミスとか，

--22--

ミスとか， とか，

こういった欠点が一般的に出てい

ますね。果たして本当にそれだけ

出ているのかど

うか。

やはりいちばん怖いのは，施工

業者が材料その他の問題点を知ら

ずに，カタログに書いてあるまま

で施工して，カタログではそう隅

から隅まで網羅できないですか

ら，問題意識を持たずに施工した

ところに大変な落とし穴があっ

て，みんな失敗する。

ですからわれわれが現場で材料

や工法を選ぶときは，必ず改修の

場合は現場の持っている条件に合

わせなければならないですね。新

築の場合は，現場が材料や工法に

対してある程度条件を合わせてい

く。下地の乾燥とか，いろいろな

状態ですね。下地の乾燥なんてい

うのは，改修工事には本当にあり

得ない。表面はもちろんあります。

そうすると，乾燥するまで待た

なくては施工できないという工法

は，改修には絶対使えない。その

ままの状態でやれる工法でなけれ

ば，持っていけない。ですから果

たしてそのままの持っていき方を

したときに，材料の持っている欠

点が出るか出ないか，その判断が

できないと，まるでわからなく

なってしまう。

施工業者としては，どの業者さ

んもみんな同じだろうと思います

が，材料の持つ欠点の把握がなか

なかできない。前にも 1回月刊「リ

フォーム」で話したことがあるん

ですが，いわゆる施工不良とか，



施エミスというのが現場ではあり 防水材としてわれわれがいろいろ

ますね。職人の作業が悪かったん いじくっていた と，メキシコ

だとか， ったとか，

もちろん先に出てしまいます

が，その原因は材料にあるんだと

いうことを， もう一度考え直さな

いといけないのではないかと

ますね。施エミスだから施工業者

の管理が悪いんだ，職人の指導を

すればいいんだというだけではな

くて，施エミスや施工不良が起き

やすい欠点というのは，何らかの

かたちで直せるものは直していか

ないといけない。ほかのエ法，材

料もみんなそうですね。

施エミスとなるとメーカーさん

は安心してというとおかし

方ですが，施工業者のレベルを上

げてくれということで片づけてし

まう。しかしやはりそれだけでは

ちょっと難しいのではないかとい

う気がしますね。

司会 そういう意味では，大和高

分子工業の三浦社長さんは，いま

辺見さんがおっしゃられたよう

な，いい素材なんだけれども，そ

の長所が欠点にもなるといった点

をメーカーとしてどのように改修

工法向けに展開されていますか。

三浦 私もウレタンというのは大

変いい素材だとは思っています

が， とくにさっき四家さんがおっ

しゃったような，スポーツ素材の

開発の時点から，だいぶウレタン

の素材は変わってきていますね。

オリンピックでミネソタスリーエ

ム社がウレタンで舗装材を施工し

たという段階。そしてわれわれも

れを行いたいという

があり，昭和45年ぐらいから私ど

もは始めたわけですが，スリーエ

ム社のタータントラックのサンプ

ルなり，物性を見ながらわれわれ

が同じようなものをつくっていこ

うという段階で，だいぶ防水とは

違う考え方を入れていったんです

ね。

いまウレタンが屋上の改修でス

ポーツ施設なり何なりで，そのま

ま歩行ができてというお話があり

ましたけれども，舗装材という出

現があったのでそこへ行ったんだ

ろうと，私は思うんですね。防水

材だけの発想では，そこまではな

かなか考えなかっただろうと思い

ます。そういう意味ではわれわれ

にとっては，タータントラックの

出現は，たいへんよかったと思う

し，またそれでウレタンの建材の

用途が広がり，物性がいいものに

なっていますね。先ほどの辺見さ

んのお話のように，素材がよくて

もということですが，陸上競技場

をつくって大変驚くのは，厚みが

13ミリあるということもあります

けれども，現実に私たちは台湾で

10ヵ所ぐらい陸上競技場をつくつ

ているのですが， 10年たってもほ

とんどびくともしないですね。ゎ

れわれがそのとき非常にびっくり

したのは，厚みさえあればすごい

素材だなということを実感として
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感じたことです。

とにかく上をしょっちゅうスパ

イクで走っているわけですから，

屋上の使用頻度とかそういうもの

とはけた違いにすごいわけです。

それでも 10年もつということは相

当な耐久性だなと感じます。

ところが屋上というとらえ方を

すると，陸上競技場でそれほどす

ごい耐久性を持っている同じ素材

を屋上で使っているわけです。し

かも皆さんの企業はみなそうだと

思いますが，ほとんど屋上の弾性

舗装材とスポーツ施設用の弾性舗

装材は同じものをお使いだと思い

ます。私どもの会社も同じですが，

そういうものがどうも社会一般の

評価からすると，屋上に使ったも

のとグランドに使ったものと評価

がだいぶ違ってしまうんですね。

努傘函滋忍知傘桑傘舜函紬碑命傘遥噸
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］ システム作りが重要 i
説究匹的呻噂咋炉呻呵呼炉呻呻噸0呻 呵 ～ 翁

これはどうなんだろうと考えま



すと，一つは屋上の防水という考

え方は，品質がいい，悪いという

ことは絶対条件ではあるんです

が，それ以上にどういう防水シス

テムをつくるかということのほう

がもっと大事なところだと思いま

すね。

ウレタンがいろいろ失敗を繰り

返したという理由は，一つば性能

を過信したというか，あまりにも，

ただ塗れば十分にいけるんだとい

ぅ，品質を過剰に信頼しすぎたよ

うな部分が多くの失敗の歴史をつ

くっていますね。現在，相当のレ

ベルの品質までウレタン建材は間

違いなくきていると思いますの

で，それの屋上の改修あるいは屋

上をそのままスポーツ施設，ある

いは何らかの歩行できる施設に使

うということは，防水と一諸に考

えるのであれば相当システムを考

えていかないとだめだと思います

ね。

これからは，システムをどうつ

くり上げるか。われわれは，かな

りのものまでつくったという

はありますが，どうつくっていく

かということが，

なことだろうと ます。昭和47

ごろに私どもははじめてスポー

ツ施設用の弾性舗装材で，屋上を

施工しました。仕様は，アスファ

ルト防水をやった上にシンダーコ

ンクリートを打って，その上にス

ポーツ施設をつくるといったもの

ですが，ものの見事に大失敗をし

ている。要するに下から上がって

くる湿気に何の手も打たずに，た

だベタベタとウレタンを 5ミリ

塗っても，膨れがひどくて手も足

も出ないような状態でした。

とにかく屋上というのは違うぞ

という考え方で，水分をどう逃が

してやるかとか，そういう発想で

システムを考えてきました。これ

から屋上のエリアを考えていく上

で，防水という考え方とー諸に考

えるのであれば，システムをき

ちっとつくり上げていかないとい

けない。素材としては確かに改修

に間違いなく向いていると思いま

すが，それ以上にエ法，システム

づくりが大事だなと思いますね。

司会 どうもありがとうございま

した。スポーツ施設向きの素材で

あるということだけでは，

利用という面からすると失敗する

例もある。当初失敗した苦い経験

がありますよというお話でした

が，月城社長はどんなふうにお考

えでしようか。
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月城 ウレタン素材が屋上防水に

利用されだした初期から，材料面

で係わってきた経験から，皆さん

が言われる通り大変便利でよい材

料だということで，急激な発展を

遂げてきましたが，メーカーは材

料の物性面で防水を考え機能化し

ようとした誤算や諸々の過程を振

返ってみますと，三浦さんがおっ

しゃられるように「施工システム

の組込み」は大変重要な事柄だと

思われます。

この意味からもメーカーと工事

業者の材工一体の体制が築かれ，

それなりの成果を挙げております

が， この数年間は業界全体に伸長

が見られず，此処に来て再度，需

要動向はじめ，材料，工法などに

つき検討を要する時期と判断さ

れ，改善の結果，用途別によるウ

レタン材質の改良は高水準で解決

されました。

価格面で係わりの深い塗膜層の

についても，防水市場での平

均的価格よりは若干高くなった

が，諸性能面では，他種材料と比

較して凌駕するものであり，弾性

舗装性能も兼ね備なわっていると

評価されるまでに至っておりま

す。

昨今，屋上の再利用の主流がス

ポーツ施設になりつつある折か

ら，ウレタン素材が最適材料とし

て多用されていることは，実績か

らみても，当然の成行であり，防



水機能を併せ持つスポーツ施設用

材料は他に類をみないとも言し

ます。

また，経済的側面から判断して

も，防水の延長線上で， を

促す方向が，より大きな発展がみ

られると思われます。

勿論，単純にウレタン材料の物

性や塗り厚だけで，問題の解決を

計るのでなく，より効果的な性能

を発揮させるためには，異種材料

や成形品とのコンビネーション

で，それぞれの特性を複合化し，

確実な工法，システムの構築が確

立されれば，ウレタン素材の特質

である強靱な塗膜の耐摩耗性と適

度の弾性，そして自由なカラー化

にシームレスな仕上りなどは他に

比類を見ない材料です。

このウレタン素材で甦る

リアは，スポーツ施設に限られず

他方面にも多彩な有効利用の展開

が期待されるでしょう。

司会 ただ今は月城社長のところ

はスポーツ施設への向かい方で若

干スタートが違っているという感

じがありますけれども，いずれに

してもスポーツ施設にウレタンと

いう素材が向いている。というこ

とから，スポーツ施設に志向して

きているというお話だったと思い

ます。

紫今傘ふ ふ 傘滋這→函ふふ命傘ふ習
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四家 先ほど一巡して，材料はす

ばらしいけれども， どうも施工お

よび施工業者がという意見が出ま

したので， ここ

は，私どもと辺見さんの 2社なの

で，あえて意見を出させていただ

きたいと思います。

だいたいのものの考え方がいま

大まかに出てきましたが，ウレタ

における利点

うんぬんというテーマに沿っ

を絞りたいと思います。再利用に

おける問題点は何かということに

なれば，デザイン的な面で屋上の

納まりということでは，先ほど辺

見さんから，いろいろ問題が残る

のではなかろうかといった点とリ

フォーミングに使えるなら，新築

に使っても問題ないだろうという

に貴重なご意見を賜りまし

た。ウレタン材料は，新築の防水

および歩行用防水および運動床な

どに新設でお使いいただいても全

く問題はないと思います。

ただし条件が一つある。無理の

ない納まりというものは当然必要

だということですね。このことを

まず頭の中に入れておいてくださ

い。それからもう一つ，すべての

材料を使うときに，予算を無視し

ては使えないです。建設工事とい

うものは，予算の中でいかに機能

的・デザイン的・居住性のよさと

いうものをつくるかということで

す。無制限の予算で何でもいいか

らつくりなさいいという

はありません。限られた予算の中

で，いかに総合的にいいものをつ

くるかということですから，

の制約があることは当然です。そ

の予算の中で，何の材料がこの機

能，この目的に合って，使ったら

より効果が大きいのかということ

で材料が絞られてくるわけです

ね。

それでまず考えておかなければ

いけないのは，新築の場合でも，

屋上の防水的な目的，歩行しなが

らの防水にどれだけの予算が出せ

るかということがまず問題になっ

てくると思います。それと同じよ

うに，メンテナンスにウレタン再

利用で使う場合でも，予算のこと

については全く同じです。機能，

使用目的との兼ね合いで考えなく

てはいけない。

現在の日本のウレタン業界のレ

ベル的な面で僣越ながら申し上げ

させていただくとすれば，業界全

体がシステムとしての材料の使い

方をしなければいけませんよとい

うことは，お互いにすでに熟知さ

れている。ではそのシステムとし

てのエ法をどのように展開するか

ということで，現在結論の出てい

るエ法は三つしかない。下地に完

をとっていくのか。これ
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が一つ。第 2にシステムとし てまいりますが， しているこ

えるやり方の中に，二つに分かれ とは，たとえ におけ されているのではなかろうかと

てまいります。一つは，下地と上

に設けられるウレタ

下地から出てくる水分をどのよう

に逃がすかというやり方をするエ

法。これは一種の脱気工法と業界

では現在言われています。

もう一つは，私どもヨツヤウレ

タンが得意とする

地の中に含浸している水分は，下

地そのものにたとえば目地切りと

空気の道などを設けて，下地から

を抜くやり方。これも三浦さ

んのおっしゃったシステム防水と

言ったらいいんでしょうか。その

中の二つのうちの一つです。

を換えれば，システム的なウレタ

ンの使い方の中には，下地層とウ

レタン層との間で，空気を逃がす

か。もう一つは，下地そのものに

を逃がすような目地処理など

を施しておくのかということ。こ

の三つのやり方は，新築にウレタ

ンが使われる場合もしかりです。

屋上再利用のリフォーミングに用

いられる場合といえども同じで

す。

納まりなどについては，はっき

り言ってここにおいでのメーカー

さんの材料が，工法絡みで使った

場合，使えない材料はあり得ない。

材料としての共用性はあり得るわ

けです。

しかし，ウレタンシステムとし

てのエ法のことを考えていくと，

各社がどのエ法を採用していくか

は，各社のギャランティと会社の

技術的な練度などによって変わっ

る納まりなどについては，

段階で経年何年後，そのままの状

況の納まりで，われわれはウレタ

ンをリフォーミングに使うのでは

ありませんということをはっきり

きます。そうしてわれわれ

は屋上再利用に使えるようなシス

テムとしてのエ法を施主に売り込

んでいるわけです。

ですから， リフォーミングにだ

けウレタンは適しているというこ

とではなく，新築などにおいても，

いま申し上げたのと同じようなそ

のシステム工法に向いた納まり図

をとっていくことによって，問題

点は避けられる。

納まりと同時に問題になるの

は，ウレタンはダレる材料から，

立面などにおいてはデメリットの

ほうが多く出るのではなかろうか

という意見もよく雑誌などで目に

するんですが，アスファルトなど

のメンブレン防水においても，立

面の納まりにおける使い分けは，

確かに張り物も間に入れますが，

それを張るコンパウンドは塗って

つけているということをご理解い

ただくとするならば，ウレタンだ

けが立ち上がりの納まりに他の防

水に比べて余計にデメリットがあ

るとは，私は考えておりません。

舒 忍 遥 紬 碑 這 如 傘 命 碑涵知傘今命碑硲｀
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むしろ業界的なレベルでは，そ

ういう納まりの煩雑なところにこ
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います。ただし，フロアに使うだ

れる材料で立ち上がりを塗るのは

ち上がりには厚さ

のつく立ち上がり用材を用いて，

所定の厚さを得るべく重ね塗りを

繰り返して行なうなら，所定の厚

みは完全にできますから，納まり

などにおいても問題はなかろうと

考えております。

将来の望む方向は，ウレタンだ

けを厚く塗ればよろしいのですよ

という単純な考え方ではなく，納

まり，下地の現状認識，それらの

トータル的な考えで煮詰めたウレ

タンシステム工法の確立が重要で

はなかろうかと，私は考えており

ます。

司会梧原さん，どうでしょうか。

努傘傘傘碑命碕命命命命命命砕嘴
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梧原非常に結構なお話で，確か

におっしゃっていることはいちい

ちわかります。

私どものほうは，先ほどお話を

しましたように，メンテナンスの

部分では診断して設計するまでは

ありますが，工法を含めてそこま

でのものはありませんので，実際

の改修工事は年間数十億ぐらいの

工事をやっていますが，それは

個々の建物の特徴をふまえて， ど

の材料がいいかということを選定

してやっています。

ですから，その時々にメーカー

さんをお呼びして，メーカーさん
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っておられるカタログによっ てはまるところをちゃんと確保し

)ろいろ悩みながらそ ておかないと，ただ改修だけで，

れをあてはめていくというのが現 そっちが今どうもシェアがあって

状です。そんな時に何がいちばん 儲かりそうだから，そっちに行く

難しいかというと，ウレタンの材 んだということではどうかと思い

質

1

ヨブ
1

ですがJISもあったりして，ある

程度皆さんの性能表を見たりして

対応できますが，そこにある補強

材や補助材料は全部皆さんの会社

で特徴を持っておられ，いろいろ

PRされ，それの取捨選択について

非常に苦労しているというのが現

状です。

改修設計指針をつくる段階で

も， どこの会社の代表的な工法を

もってきて，そこに入れたらいい

かということになりましたが，な

かなか難しい問題でした。こうい

う日本ウレタン建材工業会という

組織がありますので，工業会がつ

くったマニュアルがあれば，非常

にいい。

ついては，ちょっと古い ます。やはり

ただし，ここにおられるメン

バーの方は，それぞれセールスポ

イントを持っておられますから，

それを全部統一したらそうはいき

ませんので，大まかなところはエ

業会がここの範囲を考えています

とか，そんなことができれば，わ

れわれがこれからそういうものを

使っていく上では便利だと思いま

す。材料に限らず工法についても

くそれと同じ考えです。そうい

うマニュアルづくりをしていった

らいいなと思っています。

従来使っていた建物をプラスア

ルファするための防水材料でも，

ところが取れ ていくんだとおっしゃっていまし

てしまうと，いけないのではない

かと思います。確かに今はうまく

売れると思いますが，先ほども月

城さんがおっしゃったように，う

ちのほうは防水から出発したんだ

ということですが，そういうもの

もきちっと基本に置いた上でやっ

ていただかないと，ちょっとどう

かなという感じがしています。

司会 そのへん若干われわれの意

図しているところを誤解されてい

るような面があるように感じられ

るんですが，そのへん三浦さんは

いかがですか。

三浦梧原さんがご指摘のよう

に， どうも仕様そのものが各メー

カーばらばらで，どれを採用して

いいか非常にわかりにくいという

ことが一つあるというお話でした

が，そのほかにウレタンが標準仕

様に入りにくい理由があれば，

ちょっと教えていただきたいなと

思います。

緊ふ忍遥吟傘ふ傘傘傘命命傘ふ習

i材料としての i 
1 性格づけ明確に
泌吟吟甲咄吟噸呟呻究宇

梧原端的に言いますと，私が担

当していて，直接感じたのは，私

どもの仕様書は皆さんご存じだと

思いますが，防水箇所の適用がご

く限られたところに塗膜防水，要

たが，われわれのほうでは塗膜と

いうと庇や，場合によっては防水

効果の低いところに使う，その程

度の認識しか今はないんですね。

シート防水などもある時期全く

同じような事故を起こしている。

そのへんもやはり 3年， 4年をか

けて公共建築工事などに相当PR

して認識を高めてきた。改修工事

になってみると，本物の工事にそ

れが使えるとなった場合，やはり

シートなどは相当改修のほうに

シェアが波及して広がっていく。

塗膜も確かに作業性がいいと

か，いろいろ特徴もあり，付加価

値もありますから，そういうこと

をすると同時に基本のところで，

防水の基本としての，材料として

の性格をはっきりすることが必要

と思われます。仕上げ材か，仕上

げ材プラス防水か，または防水プ

ラス仕上げか力点をどっちに置く

かですね。防水プラス付加価値な

のか，いま一つはっきりしない。

公共建築における塗膜防水材の

考え方は，公共建築では防水材と

してはひとつはずれたところにあ

るという感覚を持っていた。今日

ここで皆さんのお話を聞いてい

て，私もよく整理しきれなくて，

確かに改修の運動施設として使う

のにはいいと思いますが，その基

当初の新築のときのそのものが当 する

ているわけです。

ほどちょっと話が出たようで

すが，塗膜防水ではいろいろ

も起こした経緯があります。先ほ

さんはPRをこれからやっ

り防水として位置づけし 本が防水改修にも使えるし，付加
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もつくという，

いわけですから，付加価値のほう

しながら，

いかないと，何なのだろうという

るわけです。

司会 さ

して

ラ‘
し一

を承った訳ですが，ウレタン

建材工業会は発足当時からウレタ

ン防水協会といったぐらいで，防

水をメインに今でもメーカーは考

えているので，たまたまそれプラ

ス何か付加価値を高めることがで

きないかということでスポーツ施

設向きなものを考えるなどして広

げてきている訳です。われわれは

防水を基本にしていることは間違

いないのですが，そのへんのPRの

仕方が足りなかったかなと，いま

梧原さんのお話をおうかがいして

感じます。

四家 以前はウレタン建材協会の

中に施工部会が入っていたんで

す。その中で標準仕様書が出てき

たんですね。梧原さんのお話でも

おわかりだと思いますが，ウレタ

ン建材協会が発行したウレタン標

準仕様書は， JASSのほうにも移

出されているような基本姿勢とい

うものは，非常に長い歴史を見て

きて，やはり当たっている。それ

であそこに出てきた基本姿勢，ウ

レタンの使い方という面では，や

はり防水という面でも非常に当

たっている。

ただ，防水以上のたとえば歩行 とっていない。た

用防水的な応用ということ

た場合は，アスファルト防水や

シート防水をやって，その上に保

を設けてやる防水工法があり

ます。そのような目的にウレタン

もできますよというのでで

きたのがウレタン歩行用防水であ

るという考え方ですね。

現在，テーマのようなリフォー

ミングにおける用途というのは，

単なる非歩行用防水ということだ

けにとどまらず，歩行可能な防水

総合ということでオールラウンド

の防水を志向しております。ス

ポーツ利用的なことというのは，

目的がたまたまスポーツに使えま

すよということで，スポーツに使

うときは，では何が歩行用防水か

ら違った点が出てくるのかという

延長にしかすぎないと，私は考え

ますね。

ただ， もう一つ違いがある。露

出防水，歩行用防水と運動施設床

の違いは，一つだけ簡単にありま

す。われわれがウレタン防水，ゥ

レタン歩行用防水という二つの

テーマの仕事をするときは，中に

行されているわけですが，そこに 水を入れてはいけないということ

にウレタ

ンの軟らかいゴム層を設ければい

いのだ。これは床材なんだ。立ち

上がりについても全然塗る必要は

ないという使い方です。これは非

に問題が出てきます。

というのは，やってない立ち上

がりのところからその下に水が回

り込むわけですね。納まりを全然

ていない。ただ舗装材なんだ

から，床だけやればいいんだとい

う問題点が出てくるんです。この

点だけが，防水的な応用例とス

ポーツ的な応用例と非常に違う点

ですね。ウレタンの応用例で先ほ

ど梧原さんのほうから出てきた標

ということがあります

が，その中でわれわれのウレタン

が取り入れられなかった問題点と

いうのは，ご指摘があったように，

と，ある程度の弾性度を余計持ち 業界がまだ標準仕様書を出すまで

たいよということにとどまるだろ に至っていない。そのために採用

う。とするならば，それは防水の できないのではないかというご指

摘のように私は理解するのです

が，全くそのとおりです。

ただ，今の日本の建設業界の中

で，たとえば中央官庁は別にして，

地方官庁などにおいてはたくさん

のウレタンのリフォーミングなど

における用途，新築などにおける

用途が増えております。

で防水的な納まりでいく。ところ

が運動施設床としてウレタンを使

われる場合は，防水納まりが完全

に無視されている。 現在の建設省さんの標準仕様書

たとえばここの中央官庁の屋上 では，先ほど梧原さんからお言葉

されてい

ピンホール

をご覧いただけばわかるんです がありましたけれども，小面積な

が，納まり的な面で防水納まりを どにおいてだけやってみてくださ
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いよ。大きいところはやらないで

くださいねという一つの逃げがあ

る。一つの産業を育てるために国

家財政をある時期までは投入し

て，業界を育成するというのも政

府の仕事だと，私は思います。ま

してやゼロのものを持ってきてど

うですかというのではなくて，

間などにおいて，または地方官庁

などにおいてはたくさんの実績が

あるわけですから，まず学会仕様

というものを確実に履行するんだ

という前提の下に，応用範囲をベ

ランダの屋根，玄関屋根，ペント

ハウスの屋根というあの枠を取り

払っていただきたいということが

業界としての一つのお願いです。

それからもう一つあるんです

が，現在の標準仕様書を梧原さん

はお読みになっておわかりだと思

いますが，ウレタン業界としては

非常に憤憑に堪えない項目が一つ

あるんです。あからさまにミス

テークですね。具体的に申し上げ

ます。標準仕様書の中に入ってい

るウレタン塗膜防水の欄に入って

いるんですが，最後のほうに，「ウ

レタン防水材は水と接すると炭酸

ガスを発生し，ピンホールのもと

になる」ということです。明らか

にウレタンの主剤一つだけを取り

出して，それと水と混ぜて反応す

れば，炭酸ガスが出てくるんで

しょう。しかし， 2液のコンパウ

ンドになっているウレタンは，す

でに一夫一婦制の状態，または一

にあわなしとは言いません。

ときにあわをかむこともあ

るでしょう。それから

かたちで出てくるガスが表面に出

ることもあるでしょう。

しかし塗膜そのものにピンホー

ルを発生させるような原因には全

く当てはまらない。数多く 13ミリ，

20ミリに塗られているウレタン材

が，建設省さんの標準仕様の中に

)てある理由でもしピンホール

ができるなら，絶対に使ってはく

れません。ですからそのような現

象はあり得ないんです。ピンホー

ルはむしろ下地の目つぶしが不完

全であったため，塗布された後で，

太陽に照らされると閉ざされた下

の空気は膨張しますね。そして体

積が拡大いたしますから，逃げ場

がなくてどこか弱いところからポ

ンと出てくる。それがたまたま硬

化の進行している過程で空気穴が

出てきますから埋まらないでピン

ホールになることはあり得るんで

すが，標準仕様書に書いてある，

水と接すると炭酸ガスを発生し，

それがピンホールの原困になるか

ら，ウレタンは危険ですよという

表示の仕方は絶対に改めていただ

きたいと思います。

業界は早急に仕様書などを整備

して次の標準仕様書改定までに間

に合うようにお示し申し上げます

が，食わずぎらいにならずにベラ

ンダしか使ってはいけないよとい

うお言葉と，標準仕様書のウレタ

夫二婦制というか，こういう混合 ン項目については絶対に見直しを

比の決まったものを正常に使っ お願いしたいと思います。

て，混ぜて塗布された状態では，

29 

司会 いま梧原さんからご指摘が

あり，四家さんからお話があった

点は，工業会としての立場から進

んでいる方向を江口会長お願いし

ます。

江口 たいへん重要なことを梧原

さんと四家さんから指摘されてい

ます。

標準仕様書の問題にしても，ま

た防水の基本から脱線しているの

ではないかなどは，工業会々員そ

れぞれの死活問題ですので，日本

ウレタン建材工業会の使命を再確

認して，標準仕様書などご指摘い

ただいた事柄を検討したいと思い

ます。

司会 いま会長のほうからお話が

ありましたように，不十分ですけ

れども工業会にしたのもそういう

活動を活発にしようということ

で，従来の点を反省したかたちで

再スタートしたということです

ね。

標準工法につきましては，いま

会長が触れましたけれども，技術

委員会としてどれをどうまとめて

いくのかということなど，

として標準仕様書的なものをつく

ろうということで進んでおります

ので，今後決めていきたいと思っ

ています。



ー

梧原 標準仕様書を業界として今

後つくっていくということであれ

ば，そういうものが普遍化してき

て，いま JASSがありますが，

JASSもずいぶん総花的ですか

ら， もう少し実務的なものを皆様

の技術委員会の中でできてくれ

ば，建設省の仕様書もそれを検討

した上できちんとできる。

われわれも知識がないものです

から，皆さんのそういうものがで

きていれば，ぜひそれを使ってい

きます。わからないものは何かと

いうと，補助材料とクロスなどで，

クロスの材質についてもJISのあ

るガラスの材質がありますね。あ

あいうものを使うとか書いてあれ

ばいいのですが，いろんな特徴の

あるものを皆さんが出されてい

る。それではそれをどう使ってい

くか，何を選択したらいいか。要

するに補助材料のようなものがよ

くわからないですね。そういうも

のを含めたたとえばJISも20年に

なり，改定する動きがあると思い

ますが，そういうところでも利用

者側が利用しやすいようになんと

か考えていただけるといいなと

思っていますね。

改修では，うちのほうもウレタ

ンを相当使っていることは使って

いるんです。新築でもウレタンは

疵とかそういうところに使ってい

ます。やはりこういう実績がある

んだとおっしゃられて，自分たち

の会報に載せるだけではなくて， しゃっていた というもの

に何年間このよう が確立された上でのウレタンを使

ありますということも教えていた うとこういう付加価値があるんだ

だきたいと思います。要するにい というものが，今一緒になってき

くら信用あるメーカーさんでも，

個々ではだめです。やはり

になってくると，皆さんの総意で

きちっとなっていますから，われ

われは安心できるのです。ぜひそ

のへんをお願いしたいと思いま

す。

大手のゼネコンさんのご意見な

んですが，まず使う立場でものを

考えてくれなければだめですよ。

だから失敗するんですよというご

指摘ももっともだと思うんです

ね。

今はすでに相当な部分までウレ

タン防水材もきています。しかし，

まだまだですね。とくにリフォー

ムになりますと，ご指摘のように

まず状態を診断しなければならな

い。全部違うんですね。これから

ですから，そういう意味で先ほど

ぉっしゃっておられるように，施

エされる方，あるいは大手のゼネ

コンさんのご意見を十分取り入れ

なければ，結局，モンロー主義で

失敗してしまう。

司会 いま建設省の梧原さんから

のご要望を承りましたが，辺見さ

んあたりのご要望を先にちょっと

承っておりますけれども，改めて

何かありましたら・・・・..。

努今命今傘傘命命命命傘今傘砕嘴

i t 喝付加価値の解釈の違い象
喝 象
説吟呻呻呵陀ヂ呻 吟宇呻吟吟呻呻魂

辺見 具体的には梧原さんがおっ
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ている。学会でもそうですが，

設省のとらえ方と，いわゆる民間

のとらえ方，ウレタンの業界のと

らえ方がちょっとずれてきていま

すね。

ウレタン工業会の考え方という

のは，どうしても営業的なものが

主になっている。これはやむを得

ないと思います。付加価値を売り

込むことが頭になって，そこから

逆にシステムなり，仕様書なりが

出てくる。われわれがとらえてい

るのは，どうしても基本的には防

水が主体で，それから出てくる。

押えコンクリートの上で床だけ

ウレタンをやれば，当然失敗をす

る。ですからアスファルト防水と

か，シート防水とか，ほかの工法

と比較したときのウレタンのメ

リットというのが，単純に露出の

非歩行と言われたときに，ウレタ

ンの持つ特徴が生かしきれない。

競争の中に入れられない。入れる

ためには，コストがえらく高く

なって，営業的に見るとマイナス

になってしまう。

極端に言うと，ウレタンの標準

的なものは厚みは 3ミリ以上だと

いうことで， 3ミリ以上のやつを

コスト計算すれば，アスファルト

防水やシート防水の非歩行と比べ

ると，コストは非常に高い。現場

で使ってもらえない。したがって

何かそこへ付加価値を乗せてもっ

ていくという考え方が最近出てき
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ている。それがどうも主体になっ

てきているから，梧原さんのおっ

べっ
J しゃつ

又
l 行ってしまったよう

てしまう。

ゼネコンさんのアスファルト防

水の下地のつくり方と，塗膜防水

じを受け
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ものがどこかへ

の2ミリ， 3ミリという膜厚をつ

くらせる下地のつくり方を，ゼネ

コンさんに任せておいて，果たし

て本当に精度のいい下地ができる

かなということです。 JASSでも

1回言ったことがあるんですが，

JASSの教科書というのは，本当

にピシッとできています。ところ

があの条件を飲み込むとしたら，

現場というのはおそらくあそこに

てある下地と同じ条件かとい

うと， 60%ぐらいしか対応できて

ないはずです。あとの40％は材

料・エ法・施工の中で吸収しなけ

ればならない。

どこのメーカーさんのカタログ

を見ても，プラス5℃以下で施工し

てはいけない。雨が降りそうなら

やめなさいとある。しかし施工業

者はあのままで現場を納められる

かというと，そうはいかない。 そ

ういう意味で私が言ったのは，改

修工法というのはとにかく条件を

よくできない。多少いじることは

できるけれども，基本的なものは

現場の条件にこちらが合わせなけ

ればならない。

それをとらえるのであれば，

メーカーさんの材料開発をされて

いる方は，現場を知らないで開発

されているということになると，

やはりおかしいのではないか。よ

く私はメーカーさんに言うのです

が，材料をつくっている開発の人

は，現場へ行って職人さ

をやっているところを見なさいと

…...。だいたいびっくりするんで

すね（笑）。開発の方が研究所で

やっていることと，

やっていないことの差に気付いて

メーカーさんの技術の人が現場

を見れば，あるいは開発の人が見

れば， この現場だったらやらない

でほしいと，ほとんど本音では言

いますね。

しかし営業の方が見ると，そう

はいかない。そうするとどっちが

譲らなければならないかという

と，やっぱり材料，工法あるいは

システムを現場サイドに持ってい

かなければどうにもならないので

はないかなという気がします。

四家 いま辺見さんの非常

なご意見がありましたが，三浦さ

ん，先ほど私がポイントを出しま

したけれども，三つのやり方，密

着工法か，浮き工法か，下地で抜

く工法かという工法をこれとどう

いうふうに合わせるのかという意

見が出てくるわけですね。そのヘ

んぜひご意見をお願いしたいんで

すが・・・・..。

舒命傘命命ぷ傘傘命今傘 傘碑 証｀

1望まれる i 
i 統一された方向性 ［ 
森咄宇咄宇守咄呟宇咄咄 咄宇 呟疇

たいへん難しいことではあ

るけれども，業界全体の一つの同

じ方向へ行こうという努力をして

いかなければいけないでしょう

ね。今は各社の販売戦略なり，経

営戦略の中で自社のこの技術は自

分たちなりにいちばんいいという

さんされているわけです

から，それを大同団結して，

ら見たら納得できる

法を統一しないと，先ほど梧原さ

んがおっしゃったような，中央官

とくに建設省で標準仕様になる

ということはまずむりだろう。

だからウレタンというもののと

らえ方で，今日のテーマも非常に

漠然としているわけですが，われ

われはどういう志向をするかとい

うことをはっきりしておかないと

いけないのではないでしょうか。

東京の公立小中学校の

約50％はウレタン

四家 日本ウレタン建材工業会さ

んが大喜びするようなお話をご披

しますが，東京の公立小・中学

校の面で見ますと，三浦さん，過

去すでに何パーセントやりました

でしょう。だいたい45,-.__,50%くら

いまではウレタンであの大きい屋

上を塗りつぶしていますね。

三浦 だけど，今は，ウレタンで

旋工面数としてはどのくらいある

んですかね。私は， 600万mパらい

やっているのかなと思っているん

です。

司会 私はもっとあるのではない

かという感じがするんですね。 57

年に矢野経済研究所が調査した内

容がありますが。

あの時点で防水施工面積というの

がトータルで6700万面だと言われ
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ているんですね。ですから現在で，

7000万m刊こなっているのかわかり

ませんけれども，その時点でアス

ファルト防水がそれの56%ぐらい

占めているだろう。シート防水が

そ の時 点で28%，ウレタンが

14~15％という感じで矢野経済研

究所は分析している。それからい

くと800万mパらいになってしま

うんですね。塗膜防水というのは

10数パーセント。塗膜防水という

ともうウレタンがほとんどです

が。

三浦事実上ウレタンしかありま

せんね。

司会 ということになりますと，

塗膜防水のうちの80,,.___,,90％は仮に

ウレタンだとするならば， 800万

m只らいになるんですね。

三浦 それが過去20年近く，平均

してそれくらいやってきたわけで

はありませんが，少なくともこの

10年ぐらいはほとんど変わってい

ない状況ですから，施工の実績な

り，面積としては相当な量なんで

すね。

ただそれは，比較的ひのき舞台

みたいなところへ出てこないで，

裏方みたいなところがわりと多く

やっているところに問題がありま

すね。実際に改修の実績だったら，

おそらくアスファルト防水に負け

ないと思いますよ。

梧原改修では，先ほど言いまし

たように，うちのマニュアルでも

ウレタンゴムを一つ提示していま

いうかたちですね。 値を決めていただいて，皆さんの

うちでは，屋根ではなくて，た マニュアルに管理目標値を入れて

とえば動物を飼っているようなと いただいて，その目標値を自

ころ，馬屋とか，農林省のああい

う施設はみんな使っているんです

よ。ウレタンの材料ですね。そう

いうところや，昔は機械室といっ

て若干ほこりが立っても悪し

でもいいけれども，今はウレタン

を床に塗って，環境もきれい

備しようとか，屋上もウレタンで

改修の場合は，その上に防水の性

能と少しきれいにして，皆さんの

憩いの場所を屋上に求めようとい

う志向がだんだん変わってきてい

ますね。それは確かに認めるとこ

ろではあるわけです。

しかしやはり使うほうにしてみ

ると， どうやって使っているんだ

ということを少しお願いしてとい

う話に・・・・..。

四家 私どもの立場で非常に恐れ

ることが一つあるのは，スポーツ

的な利用ということで，建築的な

面で納まりを無視した使い方が中

央官庁の屋上に非常に多いんです

よ。それをもってウレタン防水悪

いよという方向にならないよう

に，原因の判断をお願いしたいと

思います。

辺見 やはり過去のウレタンの失

敗のイメージを払拭するような

データを建設省さんに一つも与え

ないで，外野のほうでワァワァほ

えているだけでというふうに，私

は感じるんですけどね。

理していく。その上にわれわれが

引き取るときには，何をチェック

したらいいのか。検査のかたちで

すね。もう一つは，次にどれくら

いの 汀たら， どこの部分

のメンテナンスをしておけば，ょ

り長持ちするのか。こうやれば，

きれいに使えばいけるとか，そう

いうことも含めて， こういう付加

価値を宣伝しているのであれば，

後のメンテをやらないと使うほう

にしてみれば， 8000円から 1万円

も出して，確かに花でも置いて，

ベンチを置いて，休めますね。非

常にいいんです。

でも 2, 3年たつとトップコー

トがだめになってしまったり，何

か問題があると， どの程度のとき

にちょっとやってもらえばいい

か。何かあったとき連絡してやっ

たらいいのか。そういう意味の情

報の収集をどこかでやっていただ

かないといけないでしょうね。

司会 時間もだいぶ経過いたしま

したが，梧原さんから，われわれ

ウレタン建材工業会にとって貴重

なご指摘，ご意見を賜りました。

今日の会の目的のよってくるとこ

ろ，会誌のテーマからすると若干

それているかもしれませんが，建

材工業会としては非常に貴重なご

意見を承ったと思います。本当に

ありがとうございました。

す。確かにうちの場合，いろんな 梧原 やはりわれわれにしてみる

ところに使われています。ですか と，話が最後のほうになりますが，

ら付加価値をつけて使っていくと マニュアルをつくって，管理目標
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H
「

1
T

S
 RB-200＝露出カラー防水

RC-240＝ 露 出 カ ラ ー 防 水

（メッシュ入，トップコート仕上）

NS-200＝露出シルパー仕上

NCS-240＝露出シルバー仕上（メッシュ入）

A
J
 

廿

PF-2200＝ 一 般 床 シ ー ム レ ス フ ロ ア ー

PF-2300＝一般床シームレスフロアー

（ノンスリップ仕上）

P F-2500D＝競技用床弾性層入ノンスリップ仕上

F
「

乍
樵式会社 囀U言~-xエ：舅〖社
東京／〒II 6東京都荒川区西日暮里 2-45-2合 03-801-I 151 
大阪／〒530大阪市北区神山町8-20第二若葉ピル含 06-313-0148

仙台／〒983仙 台市東照宮二丁目 6- 3 ff0222-34-0023 

ゴリ

E
ヨ

し

d

ヨ1
1

::::. 

廿
l

＠ ●営業品目•・
ゴム用カーボンブラック

0旭＃35(SRF-L) 

0旭＃50(SRF) 

0旭＃55(GPF)

0旭＃60(FEF) 

0旭＃70(HAF) 

0旭＃80(ISAF) 

他
アサヒサーマル

本社工場〒950新潟市鵡島町 2 番 地合 (0252)74-1211（代）

東京支 店 〒103東京都中央区日本橋本町3-3-13甘糟ビル6階 合 (03)241 -6075（代）
大阪営業所 〒550大阪市西区靱本町1-6-6大阪華東ビル 7階 ft (06) 448 -4 6 3 0 
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l ウレタン塗膜防水は改修防水

工法として多く採用されてい

ますが， どの特徴をいちばん

評価していますか。

2 ウレタン塗膜防水をどの部位

の改修工法として採用しまし

たか。

3 ウレタン塗膜防水に（改修工

法として）改良すべき点があ

りましたらご指摘下さい。

4 将来のウレタン塗膜防水の在

るべき姿としてご提案があり

ましたらお願い致します。

~東京都台東区役所（東京都台東

区東上野）

►建築部営繕課

1 ウレタン塗膜防水工法は改

修工事に適していると思

う。改修時には屋上施設な

ど様々なものがあり，細部

廻りの納まり（出，入隅）な

どに良い点。

2 屋上防水またはコンクリー

卜雨樋内部などに使用

3 蒸気による防水層のフクレ

防止をはかるための脱気工 3 

法の改良。ノンスリップ軽

歩行用の材料（質）の向上が

大切。

4 準不燃材まで耐久性を含め

て防水層としてのグレード

を上げてほしい。

►蒲郡市役所（愛知県蒲郡市旭町） 4 

►設計営繕担当係長

~神谷置

1 当市の状況は，昭和40年代

増大可るリフォー△工事は，建築業界でも注目の的となってきている。

屋根防水分野でも， 10数年を経過しだ建築物は全面改修工事ガ実施され

ている。

こういった状況下で，ワレタン塗膜防水工法はその特徴ガ各万面で高

＜騨価され，多くの実績を数えるようになってきだ。

まさにリフォー△時代に応える防水工法として，合後とも研究開発，

改良を加えていくだめ，今回各地万自治体の万刀にアンケートを求めて

みだ。参考資料となれば幸いである。

はアスファルト防水，シー ► 市原市役所（千葉県市原市惣社）

ト防水，モルタル防水，塗 ►建築施設課係長

布・塗膜防水が使用されて ►鎗田衡一

いましたが，塗膜防水は経 1 どんな箇所でも施工できる

過年数がはっきりしません 長所があるのと，下地に多

けど，漏水事故の報告によ 少不陸があっても施工でき

り，立会検査したところ， る点が良い。納まりの悪い

塗膜層がすっかりなくなっ 箇所で他防水で施工できな

ている事故が多発し， い箇所での施工ができる点

したことがある。使用につ など。

いては疑問点が付き，その 2 出隅，入隅などの多い箇所

後は塗膜防水はほとんど での施工と面積の小さい箇

使っていません。 所。

現在は合成高分子ルーフィ 3 耐用年数に問題点があるよ

ング防水（屋根），アスファ うで，これらの解決を望み

ルト防水(WCなど）を に たし％

使っているが，今後望むこ 4 ウレタン塗膜防水層を撤去

ととしてウレタン塗膜防水 （既存）する場合，撤去しや

工法の耐久性を向上させて すい工法の検討をお願いし

欲しい。 たい。

設計者，施工者，施主など ► 東京都文京区役所（東京都文京

の不信感が今だぬけず， こ 区春日）

の不信感の払拭が先決と思 ►建築環境部営繕課主査

われる。 ►佐藤明
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1 既存防水層（アスファルト ては， クーリン 4 施工業者の技術の均一化が

防水および押さえコンク グタワー， まれる。現場職人の腕に

リート）を撤去せず施工が な そ よ たよるエ法では，

できるため， 耐久性を考える時，

できる が評価できるの が多々あり，その撤去， に判断できないため，シス

゜
と，防水層が仕上材として 旧 などに テム化される必要ありと思

1 使用できる点である。 るところであるが， える。

2 校舎の屋上防水として採用 ウレタン防水の場合は，そ ► （東京都三鷹市野崎）

葛 また，運動施設として利用 れらを最小限におさえる ~建築課長

する。 ができる。 ► 山村元彦

3 防水仕様として，空気抜き 2 として利用し 1 屋上防水材として曲面など
て

工法（脱気工法）の標準化の ており，ま の複雑な納まり部分の防水

確立 あるなど複雑な屋上の改修 や複雑な形の建物などに適

4 耐久性の向上を図り，年限 工事に採用した。 している点。

保証を確立する。 3 現場の施工精度 2 既存防水層の補修の場合に

► 浦和市役所（埼玉県浦和市常盤） ど）の良否が特に であ 採用。

►建設部建築課係長 り，その向上および，下地 3 ウレタン塗膜防水層の接着

~鈴木豊 の整備に要する の低減 カの強化が改良すべき

1 複雑な凹凸部などの納まり を図られたい。 な点と思われる。

も塗り込め，艦体の動きに 4 今後においても，施工精度 4 耐久性の向上を図り，長期

もある程度対応できる。 の向上とその責任施工体制 の使用に耐えうること。

2 外壁部，屋上部の防水に期 の確立ならびに経済性の追 ► 川越市役所（埼玉県川越市元町）

待する。 求をされたい。 ►建設部営繕課

3 ナイフなどの刃物のキズに ►郡山市役所（福島県郡山市朝日） 1 改修工法として様々な防水

弱く，熱にも弱い。また， ►建設部建築課技師 工法が上市されているが，

換気道である目地処理の関 ►柳沼和夫 ウレタン塗膜防水工法にお

係で表面を歩くとフワ，フ 1 下地や納まりが複雑な形状 いては，価格面で評価して

ワと動きすぎる。 でも施工可能である。また いる。

4 下地処理の程度で，大きく 大がかりな施工機器を必要 2 川越市では，屋上の改修防

ヽ ウレタン防水の仕上りの程 としない。 水工法として，ウレタン塗

度が左右されるので，施工 2 モルタル笠木や陸屋根の部 膜防水工法を採用した。

を再考したらいかがで 分補修程度に使用してい 3 り部の塗りむら，そし

しょうか。 る。 てダレなどを工法的にもっ

ミ ► 茨木市役所（大阪府茨木市駅前） 3 均一の膜厚を確保するのが と改良してほしい。

~建築課長 困難である。そして一定の

►辻本元衛 膜厚が得られない部分の耐

1 屋上などの改修工事につい 久性が間題になってくる。
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ウレタン樹脂が建築用材料として用いられる量は

年々増加の傾向にあり，ここ10年の伸びは約 4倍と

いわれている。さらに使われ方も，防水材，断熱材，

床材などと多様化しており，今後もこの傾向は続く

と考えられる。

樹脂そのものに伸び能力，耐薬品性，耐摩耗性，

接着性，防水性，化粧性などがあり，他の材料と比

較して，バランスのとれた性質を有していることが

このような傾向を強めていると思われる。

この傾向は床に限定しても同様で，一般床に限ら

ず，工場床，スポーツサーフェイス，防水併用の屋

上床と，いまではあらゆる種類の床にウレタン樹脂

が使用されているのが実情であろう。

このような実績をもつウレタン樹脂を用いた

（ウレタン床と略す）の今後に何かを言う場合，大き

く次の二つの観点から，改めてウレタン床をながめ

てみると都合がよい。

ひとつは，現時点で問題となっている事柄を抽出

し，とりあえず今後改良すべき点とすること，つぎ

には，本来あるべき床の姿の観点から，ウレタン床

のこれまでの発展の様子を振り返るとともに，今後

のあるべき姿を指摘すること，のふたつの観点であ

る。

まずはじめに，現時点での問題点を述べてみたい。

次頁の表はウレタン床の構法としてもっとも一般的

な塗り床に発生しやすいクレームとおもな原因をま

とめたものである。このなかでいかなる用途のウレ

タン床の場合にも発生することがある代表的なク

レームとしては，ふくれ，色むら・つやむら，ゴミ

付着（ベタつき），凹凸があげられる。特にふくれ，

ベタつきなどが極端な場合は床としての存在を問わ



賃は

音と

淋，

売<

生，

と比

とが

艮ら

T)屋

蘭脂

ビ床

大き

りゞめ

由出

つぎ

ン床

今後

であ

し)

゜
役的

をま

ウレ

位ク

ゴミ

且，

閉わ

れることにもなりかねない。

原因としては，環境条件，下地コンクリート床の

諸性状施工の良否，塗り床材料の管理およびその調

合，があげられる。

これらの原因のうち，わが国の建設業の請負制度

においてウレタン床当事者が主体的に改善できるあ

るいはするべきなのは施工技術の向上と調合を含め

たウレタン樹脂の管理の向上であろう。施工の機械

化あるいは有能な技能エの育成などさまざまな手段

で対応することで解決できることと思われる。

下地コンクリート床の諸性状，つまり凹凸，不陸や

含水，湿気の多い環境はいかに施工技術，材料の管

理を良くしても，出来上がりの床の良否に大きな影

を及ぼすことが経験的に明らかにされている。し

かしエ期短縮などを中心とする現場の事情で，やむ

を得ず劣悪な条件化で施工せざるを得ないのが実情

であろう。学問的あるいは定量的把握はなされてい

ないまでも，下地床の凹凸，不陸の限界，含水量や

湿気の限界を定めることは困難ではないと考える。

問題はウレタン床当事者がこれらの条件をどこまで

強く主張できるかにかかっていると考える。

受注せんがために，無理な条件をさも技術で解決

できる素振りを見せたり，失敗したら補修すればよ

いなどの考えがあまりにも一般化しているのではな

塗り床における主なクレームと主な原因の概要

／ 
下 地

施工 ホリ床材料
外的要因（日常的） メンテ

（コンクリート） 気候 枡的外力 動的外力 ナンス

ぎ 強表含 養[,: i品湿技 素 調フマ 温度湿府面形材荷面形材速 i、ミrヤ-．j→ 共田

れ 水分
ラ

つ 度面 星度度術 材合 11 度水分璽柏状質重柏状質度 昴物

ふくれ

゜゚ ゜゚ ゜゚゚ ゜゚色むら、つやむら

゜゚゚ ゜゚摩耗

゜゚゚ ゜゚゚ ゜゚ ゜発塵

゜゚゚ ゜゚ ゜゚゚ ゜゚゚ ゜よごれ・傷つき

゜゚゚ ゜゚ ゜゚゚ ゜゚゚ ゜はかれ・破担

゜゚゚ ゜゚ ゜゚゚ ゜゚ ゜゚゚ ゜゚゚ ゜゚゚へこみ

゜゚ ゜゚゚ ゜゚゚ ゜゚゚ぎれつ

゜ ゜゚ゴミ付着

゜゚゚ ゜゚ ゜ ゜゚廿班1荏屯

゜ ゜゚ ゜ ゜゚゚ ゜゚かたさ

゜゚すべり

゜゚゚ ゜゚ ゜ ゜゚凹凸（不陸）

゜ ゜゚゚
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かろうか。防水関係では保証制度が出来ているが悪

かったら直せばよいというのは本当の保証制度では

ないだろう。

ウレタン床当事者が結束して元請けとの対応に真

剣に対処し，本来すばらしい性能を有するウレタン

床を間違いなく施工できる背景を作るべきではない

だろうか。純粋に技術的な問題ではないが， このよ

うな背景が成立しない限り，ウレタン床にいつまで

も一抹の不安がつきまとうのは明らかであろう。

つぎには，理想的な床を目指しさらに向上するた

めには，今後ウレタン床はいかなる点を見直すべき

であろうか。

-38-

近年床の性能評価方法も整備され，あるべき床の

姿も工学的に把握できるようになってきているのは

衆知のとおりである。

ウレタン床もそれなりに性能が向上し，床の用途

によっては理想に近い床も出現している。しかしウ

レタン樹脂は万能ではない，万能ではない事を承知

して理想の床に近づけて行く努力が今後ますます必

要になるであろう。

かつてやわらかいウレタン樹脂をうたい文句に

し，塗厚が lmm~2mm程度で良好なかたさや弾力性

を出せると言い切っていた時代があったが，樹脂の

やわらかさと塗床のやわらかさとの間には厚さとい

う重要な要因が入り込んでいることを認識させるの

に大きな時間を必要とした経験がある。実態を承知

の上で言い切っていたかどうかは知るすべもない

が，競合する床がでてきてはじめて真剣に改良に取

り組んだのが歴史的事実であろう。

今後のウレタン床の発展を望むなら，やわらかさ

を始めとするウレタン樹脂の基本的性質と床の性能

との明確な関係を把握すること，ウレタン床すなわ

ち塗床という現実に満足することなく，他の構法の

床との複合化，あるいはまったく新しい概念の床構

法の提案なども必要であろう。

要約すると，施工における主体性の確立，施工

管理技術の向上，ウレタン樹脂そのものの改良，床

に要求される性能の観点からみた場合の現状のウレ

タン床の限界の認識，ウレタン樹脂の特性を生かし

た新しい構法の床の模索，などがウレタンを用いた

床の将来をますます夢多きものとするであろう。
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建築物に対する長期修紐社圃や維持竹理の必要性は、

社会査本の保令， 1，叶住生活環境の確保・向 1：という，紐味

から今や社会的要珀となってきております。

このニーズは建築物の構造体から1-t！根，外璧室内の

仕l：げ，設備にポるまであらゆる分野にわたっており，

それぞれの必要条件に合った「法が求められています。

中でも外咽面における外装11:1：げ，防水、およびIナ！根に

おける防水は従米から耐久性が間題となっています。こ

れは単に1:I:j漏りおよび美観という現象の間題だけではな

く，タイル，モルタルの落ドなど建築防災の観，＼じ、，集合

住tのスラム化防止という社会環境的な観点からも早急

な改善力汽｛まれています。

本誌は，こうしたニーズに応え， 1ll係各位にとって役

立つ改修技術hり報誌としてご好評いただいております。

拡大するリフォーム市場の中で，本誌の広告媒体として

の効果は，允分認識されており，エンドユーザーにとっ

て貰重な資料であり，一方1彫l連企業にとっても新1i業の

開拓に活用されております。

本誌の中では広告スペースも広範な読者にとって貴重

な情報源でありますので，何卒，趣旨をご理解のうえ広

告媒体としてご利用下さるようおすすめ申し上げます。

12,000円

発行日／毎月 1回25日
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-L適用範囲

2．材料

この仕様は，建築物の屋根・壁・床などの防水層を二液型ウレタン防水材によ

り補修・改修する際の下地調整に適用する。

a.防水材料

この工事に使用する主防水材料は，日本ウレタン建材工業会（以下単に工業会と

いう）が規定した標準試験方法によって試験した結果が所定の規格に合格するも

のとする。

1) 主剤（ウレタンプレポリマー）

2)硬化剤

b. その他の材料

その他の材料は，いずれも耐久性を有し，主防水層を劣化させない次の品質の

ものとし，種類・寸法などは特記による。

1)接着剤

接着剤は，つぎの性能を有し，刷毛または鰻で塗布するのに支障がないもの

とする。

既存の防水材および接着剤，ポリマーセメントモルタル，レジンモルタルお

よび主防水材との接着力をもち，防水層が風の巻き上げまたは防水層自体によ

る浮き上り，塗り仕舞部分の剥離を生じない程度の接着力をもたせる。

イ）アクリルエマルション

ロ）湿気硬化性ウレタン樹脂

ハ）エポキシ樹脂

二）クロロプレンゴム

2) ポリマーセメントモルタル

ポリマーセメントモルタルは，次の性能を有し，金鰻，ゴムベラなどで塗布

するのに支障がないものとする。

1 下地モルタル，コンクリート，既存の防水材および接着剤，主防水材との

接着力をもち，防水層が風の巻き上げまたは防水層自体による浮き上り，塗

り仕舞部分の剥離を生じない程度の接着力をもたせる。

2 下地面に塗布し，平担，平滑に仕上げる。一般に次のものが使われる。

イ）湿気硬化性ウレタン系ポリマーセメントモルタル

ロ）エポキシ樹脂エマルション系ポリマーセメントモルタル

ハ） SERラテックス系ポリマーセメントモルタル
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3．エ法

二）酢酸ビニールエマルション系ポリマーセメントモルタル

ホ）エチレン・酢酸ビニールエマルション系ポリマーセメントモルタル

へ）アクリルエマルション系ポリマーセメントモルタル

3) レジンモルタル

レジンモルタルは，下地面の欠損および段違い部分を金鰻，パテナイフで修

正するのに支障がないものとする。

一般に次のものが使われる。

イ）エポキシ樹脂系レジンモルタル

ロ）ウレタン樹脂系レジンモルタル

4) シーリング材

シーリング材は，ガンまたはへらで施工するのに支障がなく，下地の空げき

を充てんし，かつ防水層の性能およびその施工に支障がないものとする。

イ）ウレタン樹脂系シーリング材

ロ）シリコーン樹脂系シーリング材

ハ）ポリサルファイド樹脂系シーリング材

5)絶縁材

絶縁材は，下地に用いてその表面と防水層と絶縁状態に保つものとする。

イ）テープは，上記の目的を達するのに支障のないものとする

ロ）合成樹脂発泡体の材質は，ポリエチレン，ポリスチレン，ポリウレタン

などとする

6) 補強材および緩衝材

補強材および緩衝材は，収縮や巻きぐせがなく，防水施工に支障がないもの

とする

イ）グラスファイバー

ロ）合成繊維類

ハ）ゴム系シート（加硫，非加硫）

C 製造業者の指定

製造業者を指定する場合は特記による。

d 試験

1) 防水材の性能に関する試験は，工業会が規定した標準試験による。

2) 下地と下地調整層との接着性試験および合否判定は特記による。

e 保管および取り扱い

1)保管または取り扱う場合は，消防法令および危険物取締条令により安全を

確保する。

2) 反応性の材料は，その貯蔵安定期間を厳守する。

3) 材料は，雨・霧・直射日光などの当らない場所に保管する。

a 施工業者を指定する場合は特記による。

b 工法の種類

工法には，既存防水層を撤去するエ法と既存防水層を撤去しない工法とがある。
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1) 

(1) 

を撤去する工法は，次の場合 する。

の全面が劣化し，防水機能が著しく低下している。

(2) 防水機能の低下が，建築物の饂体に起因している。

2)既存防水層を撤去しない工法は，次の場合に適用する。

(1) 建築物の構造上，既存防水層の撤去が極めて困難である。

(2) 既存防水層の劣化が局部的に進んでおり，他の部分の防水機能が引き続

き利用できる。

(3) 改修工事が雨期で既存防水層が撤去できない。

c 施工時の天候

1) 降雨雪時または降雨雪が予想される もしくは降雨雪後で下地が末乾

燥の場合には施工してはならない。

2)施工温度によって，反応性材料は可使時間および硬化時間に，また，水分

散型材料は造膜時間に差異があるから，気温が 5℃以下または 6時間以内に

5℃以下になるおそれがある場合には，使用材料，施工ならびに養生に注意し

なければならない。

3) 強風および高温・高湿のときには，施工に注意しなければならない。

d 下地調整

1) 既存防水層を撤去する下地調整工法

(1) 既存防水層および接着剤の撤去

ドリルケレン，ェアーケレン，ディスクサンダー，チッパーのごとき剥

離機，タガネ，大型皮スキ，剥離剤などを単独または組合せて使い，既存

防水層を撤去する。

サンドペーパー，ディスクサンダー，ワイヤーブラシ，ケレン板，皮ス

キなどを単独または組合せて使い，既存接着剤を撤去する。

(2) コンクリート打継ぎ部および，ひびわれの処置

ひびわれにはシーリング材を充てんした後，ひびわれ中心部の約10mm巾

に厚さ 1.0mm以上の加硫ないし非加硫ゴムテープを張り付け，強度のある補

強材をあてがい，厚さ 2mm以上の補強塗を行なう。ひびわれが小さい場合，

既存防水材と適用材料を表ー 1に，またひびわれが大きい場合，既存防水材

と適用材料を表ー 2に示す。

(3) ALCパネル・プレキャストコンクリート部材などの接合部の処置

接合部を中心に巾40mm以上，厚さ 1mm以上の加硫ないし非加硫ゴムテー

プを張り，補強材をあてがい，厚さ 2mm以上，巾100mm以上の補強塗りを行

なう。

(4) 欠損部および段違い部の処置

欠損部および段違い部はポリマーセメントモルタルまたはレジンモルタ

ルを充てんして平滑に｝存（こしら）える。既存防水材と適用材料を表ー 3に示

す。

(5) 砂，塵埃，油脂などの完全な清掃除去
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表ー 1 小さなクラックがある場合の適用材料

アスファ
シート防水 党膜防水

ルト防水
既存防水厨

砂 ア ］杯 加 非 塩ゴ

ウ ムアフスゴア

ア

付 フ、渡:，． 
加

化ム

レ クl) 
ク

アモ 硫 ア

スフル
硫

ビス I) 

ファタ
ゴ‘

ニフ
夕 一I ）レ

）レ
ァル

ゴ
ア

材 料
ル ル 撒l;• I ）レ ル ゴ 樹

トト-ム ム ルト ントム 脂

アクリルエマルション

接
湿気硬化性ウレタン樹脂

着

剤
エポキシ樹脂

クロロプレンゴム

ポ 湿気硬化性ウレタン樹脂
1 J 

工ポキシ樹脂マ

I 
エマルション

セ SBRラテックス
メ
ン 酢酸ビニール
卜 エマルション
モ エチレン・酢酸ビニール
)レ エニマ）レション
夕
)レ アクリルエマルション

レモ 工ポキシ樹脂
ン、、)レ

夕
ウレタン樹脂ンル

シ ウレタン樹脂 ◎ 

゜
◎ ◎ ◎ 

゜
◎ 

゜
◎ ◎ 

I 
I) 

シリコーン樹脂

゜゚゜゚゚゜゚゚゜゚
ン
グ

ポリサルファイド樹脂 ◎ 

゜゚
◎ ◎ 

゜
◎ 

゜
◎ ◎ 材

防 ウレタン防水材

゜青 ウレタン防水材と補強材

゜ ゜表ー1~5に示される適用材料は、一般に広〈使用されている材料

から選出した。したかって、長年に亘る実績はあるか広〈使用さ

れていない材料は略かれている。◎印は最適、〇印は適を表わす。

(6) 既存防水材，接着剤の残存する下地の調整

プ

ン

ゴ

ム

゜
゜
゜

既存防水材，接着剤が取りきれない下地は，ポリマーセメントモルタル，

湿気硬化性ウレタン樹脂を塗布して平滑に招える。既存防水材と適用材料

を表ー 4に示す。

2) 既存防水層を全面撤去しない下地調整工法

(1) 既存防水層が含水している箇所の処置

含水している部分を切開し，部分的に撤去する。充分乾燥させた後，

リマーセメントモルタルを用いて不陸修正する。
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表ー 2 大きなクラックがある場合の適用範囲

「水 シ ト防水 冷膜防水

砂 ←つ！ ／ jJIl 非 塩ゴ ウゴ -—! っ-！っ ク

付 ス〗 化ム ム クク
ロ

ア モ硫
加 ア レア ロ

ス フル
硫

ビ ス ス
I) I) プ

フ ァタ ニフ フ ）レル レ
ア Jレゴ ア タァ ンゴ‘

材 料 ）レ ル撒 I Jレ ）レ ゴ樹
ゴ

卜 卜-一!‘ •. ）レ ム ルト ント ム 脂 ム

アクリルエマルション

接
湿気硬化性ウレタン樹脂

着

剤
エポヤシ樹脂

クロロプレンゴム

ポ 湿気硬化性ウレタン樹脂
I) 

工ポキシ樹脂マ

I 
エマルション

セ SBRラテックス
メ
ン 酢酸ビニール
卜 エマルション
モ エチレン・酢酸ビニール
）レ エマルション
夕
）レ アクリルエマルション

レモ エポキシ樹脂
ジ ）レ

夕
ウレタン樹脂ンル

シ ウレタン樹脂 ◎ 

゜
◎ ◎ 

I ゜゚
◎ 

゜゚゚゜I) 
シリコーン樹脂

゜゚゜゚゚゜゚゚゜゚゚
ン
グ

ポリサルファイド樹脂

゜゚゜゚
◎ 

゜゚゚゜゚゚
材

防 ウレタン防水材

青 ウレタン防水材と補強材

゜゚゜゚゚゜
◎ 

゜゚(2) 既存防水層がふくれ，剥離している箇所の処置

イ．ふくれが小さい場合，切開し，空気を抜いた後，接着剤，シーリング

材を充てんする。

ロ．アスファルト露出防水がふくれている場合，切開してバーナーで加熱

接着する。

ハ．剥離部分は切開，除去し，ポリマーセメントモルタルまたはレジンモ

ルタルを用いて不陸修正する。

(3) ひびわれが発生している箇所の処置

イ．ひびわれが発生している部分をVまたはUカットし，シーリング材を充

てんする。

ロ．イについで，絶縁テープ，補強材を張り，防水材を補強塗りする。
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3 欠損部および段違いのある場合の適用材料

スファ
シー）、防水 I『Ilり［防水

Iレト防水
既有防水Ivi

ウゴI1 ア砂 -！ 仇/—！ヽ }JII JI l鼠ゴ -！ ク

付 ス設 化ム ム ク ク
ロ

--！ ? モ硫
!JII 

-／ -／ 口

ス フル
硫

ビス レ ス 1) 1) プ

フ ァタ ニフ フル ）し レ
ア Jレゴ ア タァ ンゴ

材 料 ）レ 叫り I ）レ ル ゴ 樹 ゴ

卜 I、-ム ム ルト ントム 脂 ム

アクリルエマルション

接
湿気硬化性ウレタン樹脂

着
I 

剤
工ポキシ樹脂

クロロプレンゴム

ポ 湿気硬化性ウレタン樹脂
1) 

エポキシ樹脂マ
I エマルション

セ SBRラテックス

゜ ゜メ
ン 酢酸ビニール
卜 エマルション
モ エチレン・酢酸ビニール I 

）レ エマルション
夕
）レ アクリルエマルション

゜ ゜レモ 工ポキシ樹脂 ◎ ◎ 

゜゚
◎ 

゜
◎ 

゜
00  

゜ジ ｝レ
夕

ウレタン樹脂 ◎ ◎ 

゜゚゚
◎ 

゜゚゚
ンル

ン ウレタン樹脂
I 
l) 

シリコーン樹脂
ン
グ

ポリサルファイド樹脂材

防 ウレタン防水材

水
材 ウレタン防水材と補強材

(4) 目地の処理

ィ．既設物を撤去し，シーリング材を充てんする。

ロ．下地モルタルに目地を切り，通気孔を残すようバックアップ材，シー

リング材を充てんし，脱気装置をつける。

(5) 保護モルタルの浮き箇所の処置

イ．浮き箇所を撤去し，レジンモルタルまたはセメントモルタルで修正す

る。

ロ．浮き箇所に削孔し，エポキシ樹脂などを注入する。

(6) 保護モルタルの欠損箇所の処置

イ．レジンモルタルまたはセメントモルタルで修正する。

(7) 既存防水層，押え層の砂，塵埃，油脂などの完全な清掃，除去
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4
 

接着剤が取りきれない場合の適用範囲

料 ル ゴ 樹 コ‘

トム脂ム

アクリルエマルション

接
湿気硬化性ウレタン樹脂

゜着

エポヤシ樹脂
剤

クロロプレンゴム

ポ 湿気硬化性ウレタン樹脂

゜
◎ 

゜゚I) 
工ポヤン田脂マ ◎ 0 0 

゜゚゜゚゚゜゚I 
エマルション I 

セ S B Rラテックス ◎ ◎ 

゜゚゚゜
◎ 

゜
◎ 

゜゚メ

ン 酢酸ビニール

゜
卜 エニマルション
モ エチレン・酢酸ビニール
）レ エマ）レション ◎ 

゜゚ ゜゚゜゚夕
）レ アクリルエマルション ◎ ◎ 

゜゚゚゜
◎ 

゜゚゚゜レモ 工ポキシ樹脂
ジ ）レ

夕
ウレタン樹脂ンル

シ ウレタン樹脂
I 
I) 

シリコーン樹脂
ン
グ

ポリサルファイド樹脂オオ

防 ウレタン防水材

゜水
材 ウレタン防水材と補強材

゜

4. 

(8) 既存防水層，押え層にポリマーセメントモルタルまたは湿気硬化ウレタ

ン樹脂を塗布して平滑に1存える下地調整

このエ法における既存防水材と適用材料を表ー 5に示す。

下地調整作業および養生期間中は，担当係員との緊密な事前打ち合わせに

よって，他の作業との出合いにならないよう

ついては，十分養生措置を講ずる。

a 作業のための養生

混合場所および塗布箇所は，作業中に思いがけない不注意によって汚損するこ

とがあるから，十分養生措置を施してから作業を開始する。

を組み，やむを得ない場合に

1) 計量および混合の場所は，ビニールシート鬱ダンボール紙などを利用して

養生する。

-47-



5 既存防水層を撤去しない場合の適用材料

アスファ
ン ト防水 1令膜防水 >ルト防水

閏{f防水）vi

}JIl!JI )］益I： ）ゴレ1ウ：ー二砂ア- 各
ィ、J• 7 、杯n:I鯰'I ~ 
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硫
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゜
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゜
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工ポキシ樹脂マ ◎〇 00  00  ◎ 
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エマルション
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゜
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メ
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卜 工？）レション

゜゜モ エチレン・酢酸ビニー）レ
）レ エーマルション 0 0 

゜
10 O◎ 00  ◎ 

夕
)レ アクリルエマルション ◎〇

゜゚
00  ◎〇 ◎ 

レモ エポキン樹脂 ◎ 

゜
00  00  00  

゜
◎ 

ン、、 Jレ
夕

ウレタン樹脂

゜゜
◎ ◎ ンル

シ ウレタン樹脂 ◎ 00  
I ゜

◎ 

゜
◎ 

I) 
シリコーン樹脂

゜ ゜゚
ン
グ

ポリサルファイド樹脂 ◎ 

゜゚
◎ 00  ◎ 

゜
00  ◎ 材

防 ウレタン防水材

゜
◎ ◎ 

青 ウレタン防水材と補強材

゜゚
◎ 

゜
◎ 

゜゚゚
◎ 

2)塗布箇所の端部付近およびその周辺は，塗布時に材料が風などで飛散して

汚損することがあるので，すべて被覆養生する。

3) 塗布の端末は，すべて直線できれいに仕上がるよう養生粘着紙テープを貼

り，塗布後ただちに撤去する。

b 下地調整層の養生

下記のような作業を行なう場合は，危険防止と下地調整層を損傷しないよう養

生する。

1) 火花の散る恐れのある熔接，熔断の作業やグラインダーがけ作業

2) ネコ車などの運搬車または梯子，脚立などを使用する作業。

3) タイル張り，左官，塗装，配管または墨出しなどの作業。

4) 鉄材または機器類の運搬または取り付け作業。
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私はアメリカ通でも，防水通でもない。ただ，こ

のたび企画された，小池迪夫先生（東京工業大学教

授）をコーディネーターとする“第 8回海外建築防水

技術調査団”《団長：鶴田裕先生（大成建設（株）技術研

究所建築部長）》に参加して，私なりに感じたことを

綴るだけである。なお，上記調査団の報告書は，い

ずれ正式に発表されるので詳しいことはそれに譲る

ことにしたい。

私はこの種の海外調査に初めて参加したのである

が，メンバーは総勢32人職種はさまざまで，両先生

の他には，アスファルト系，シート系，ウレタン系，

アクリル系，各防水材料メーカーからシーリング材

料メーカー，断熱材メーカーおよび施工業者の方々

である。日頃あまり接触しない人と， 16日間の長き

に亘り，朝から晩まで行動を共にするのだから面白

い。誰もが，年令差，肩書きを忘れて一致団結し，

未知へ挑戦した旅行であった。

出発は 9月15日，日航機墜落事故の直後である。

今回のフライトは合計10回，“緊張するな”と言う方

が無理でわれわれの目は自然と垂直尾翼にそそがれ

るのである。“この飛行機は真新しいよ”とか“隣の

は少し汚れているよ”とか“金属疲労が進んでいる

んじゃないか”とか俄か専門家がひとくさりしてか

らの搭乗である。団体の席は決まって後方であるか

ら，必ず圧力隔壁とやらが目に入る。ただでさえ慣

れない海外旅行，余計なことに気遣わないで安心し

て旅行できるようにしてもらいたいものだと感じた。
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三井東圧化学（株）

ウレタン本部営業三部部長

) 11 

アメリカ人の性格が“ルーズ”だとか“いいかげ

ん”とは思わない。仕事の進め方など，合目的で合

理的に進めていくので，むしろ“几帳面”と感じた。

しかし，今回の旅行でローストバゲッヂ(LostBag-

gage)には閉□した。ニューヨークに着くなり， 3個

が行方不明になり，以後なんと延べ13回もあったの

である。いずれも半日ないし 1日で見つかったので

事なきを得たが，その間不自由でかつ，心配でたま

らない。そんなことから，洗面用具とか身の廻りの

物まで手荷物として持運ぶはめになったのである。

ホテルでも同じである。到着してチェックインに30

分を要し，自室に入って荷物が運び込まれるのにも

30分ないし 1時間もかかるし，また間違いも多い。

ツアー故に自由時間が少ないのに， こんなことでロ

ストタイムになってしまうのである。アメリカには

日本的“親切’'が欠除しているようで誠に惜しい限

りである。なぜこんなことが頻繁に起こるのであろ

うか，彼らは“たいして迷惑を掛けていない”と思っ

ているに違いない。 A地点からB地点に荷物が移動

しさえすれば目的は達成されたと考えているのであ

る。より正確に，よりスピーディに，よりスマート

にお客さまに喜んでもらえるように努力しないので

ある。

今回は，工事現場を視察した訳ではないので，エ

内容についてとやかくは言えないが，町の中を

少し歩いただけでも，工事の仕上がりが悪いのが目

につく。たとえば地下室上のレンガ敷き（広場）の目



地がはがれていたり，アスファルトが浮き上ってい

たり，果ては縦目地からアスファルトが流れ出て下

に固まっていたり，日本の防水工事では滅多に見ら

れない現象に出くわすのである。これでクレーム問

題になっていないのだろうか。“水漏れがない”とい

う機能が保持されているから問題になっていないの

か。それとも裁判沙汰になっているのか知る由もな

いが，少なくとも修理する気配もなく，みかけは平

然としているのである。ニューヨークのホテルでも

びっくりしたことがある。本年 9月オープンの最新

ホテルだと言うので期待していたのであるが，

て驚いたことに開業しているのは半分の地上12階だ

けである。その上層はただ今工事中。おまけにグラ

ンドフロアーの入口も工事中，内壁も化粧してない

まま，シーリング材も露出している。これが一流ホ

テルの開業直後かと信じられない気持ちであった。

今回，アメリカの防水に携わっている人と話をす

る機会が割合数多くあったが，クレームとか保証の

話になるとどうもはっきりしない。ある防水材料

メーカーは明確に“我が社は材料しか保証しない”

というし，あるメーカーは“材工で保証する”とい

う。それも 5年だとか10年だとか，まちまちである。

また，仕様によっているところもある。要するに，

各社各様なのである。日本のように，営業的見地か

ら，“他社が 7年保証なら我が社も 7年”とか“他社

が10年ならば我が社も 10年”といったふうにエスカ

レートしているようには見えなかった。彼らは単に

"Court"（裁判）を念頭に置いているのである。

"Quality Assurance” （品質保証）の話になると，

必ず “Court” の言葉が出てくる。彼らに当事者能力

がないとは思えないのであるが， “Court"による解

決（和解を含む）が，たとえ時間および費用がかかっ

ても，一番公平な解決方法と信じているように思え

る。日本では“何も裁判にまですることもないのに

…”というふうに裁判を敬遠する風習があり，努め

て当事者間で解決しているようであるが，結果はど

うなんでしょうか。弱い立場の人または会社が結局

泣かされているような気がしてならない。

余談になるが，日本の食堂でメニューを見ながら

ウェイトレスに“何がおいしいですか？”と聞くと，

必ずと言って良いほど“当店は全ておいしいです”

という答えが返ってくる。しかし私がワシントンの

"Fisherman's Wharf"のあるレストランで同じよ

うにある品物を注文すると，ウェイトレス日<,“そ

れはまずい，よした方が良い”と言うのである。そ

れで私は，急拠，注文を替えたのであるが，“それは

)なくおいしい”と口答ではあるが，保証して

くれるのである。食べてみて本当においしかったの

で，保証は履行されたのである。ところが私の隣の

人は，初志貫徹とか言って，まずいと言われた品物

をあえて食したのであるが，あとでおいしいとは言

わずに“まあまあだよ”と言っていたから，きっと

まずかったのであろう。考えてみれば，アメリカ人

のウェイトレスの収入は客からもらうチップがほと
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んどであるから，客にサービスして少しでもチップ

を多くもらおうと努力するのは当然であり，そのた

めには保証も行なうのである。防水業も世界的にみ

て保証が必須不可欠であるが，その基準がないのが

悩みの種である。

さて，ここまで筆を進めると，私はどうやら“防

水雑感”というよりも“アメリカ人気質”を論じて

いるようである。それならそれでもう少しお話した

いこともあるが，紙面の都合上本調査団の主目的で

ある第 2回ルーフィングシンポジウム (Second

International Slymposium on Roofing Tech-

nolosy)の模様についてもう少し触れておくことに

する。

本シンポジウムは， 9月18日から 3日間，ワシン

トン近郊のGaithersburgにあるNBS本部(National

Bureau of Standard)でNRCA(National Roofing 

Contractors Association), NBSおよびRILEMの―

団体共催で開かれたものである。一言で言って，誠

に盛大と言う他ない。世界各国(17ケ国）から， 1000

人以上の防水関係者が一堂に会するのであるからす

ごい。 80の厳選された論文からなるFormalPresen-

tationも二つの会場に分かれて行なわれるのであ

る。まして，専門知識に欠け，語学力のない私にとっ

ては，非常につらかった。最も 490頁にも渡る論文集

は発行されているのであるから、その気になれば勉

強は可能であるが，何しろボリュームに圧倒されて，

まだ手付かずの状態である。
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しかし，おぼろげながら解ることは，本シンポジ

ウムの副題にあるように “ADecade of Change and 

Frends in Roofing", つまり“ルーフィングに於け

る10年の変遷と未来の傾向”とでも言うのか，要す

るに， 10年前の防水は99.9%Built-up Roofing（アス

ファルト防水）であったが，最近では Single-ply

Roofing（シート防水）へ傾きかけているのである。

また， InsulationRoofing，特にウレタン現場発泡に

よる断熱防水システムが話題になっている。いずれ

にしても， Roofing Design,Application, Testing 

MethodおよびAssuranceの問題で，基本的には日本

で生じている問題がWorldwideに広がっているこ

とがよく理解できる。

しかし，残念なことはウレタン断熱防水の報告は

あっても，ウレタン塗膜防水に関する報告は 1件も

なかったことである。事実，旅行中，ウレタン防水

の屋根は，アメリカ本土で 1件も発見できず，ハワ

イでベランダにウレタンが使用されているのが唯一

であった。アメリカではウレタン防水は余り理解さ

れていないようである。最近，ウレタン防水材につ

いて，海外からの問合わせもあり，いずれウレタン

防水材の特徴がアメリカでも理解される日が遠くな

いと期待している。

最後に，本シンポジウムを企画したアメリカ人の

企画力，組織力および実行力に敬意を表しつつ，い

ずれ日本でもこのような催しが企画され，実行され

ることを期待して筆を終えることにする。



2階建ゴルフ打放し練習場で 1階天井(2階床）部

分から雨漏れがするので修理の必要を生じた。鉄骨

デッキプレート張りの上に防水層を施し，モルタル

で表面仕上げとした。 2階床は， ところどころひび

が入り，外側から吹き込んだ雨水が染み込んで渥水

の原因となった。

修理後の防水層表面は水にぬれてもすべらず，ゴ

ルフシューズでの歩行にも耐えることが条件となっ

たので，シームレスな仕上げとなり，防水性も良好

なウレタンチップ入り仕上げの防水工法S-32を施

こした。

＠工法選定の理由

ゴルフ練習場営業中のため，次のような条件を満

たしながら工事を進める必要があり，防水工法， S-

32を選定しました。

ィ． 2階部分の工事のため，大きな振動，埃の発

生をさける。

ロ．仕上りはカラフルでデラックス感のあるもの

とする。

ハ．雨でぬれてもすべらない表面仕上り。

#5000トップコート

#3110十チップ

# 2500防水層

:.:,: :: •.:::· :・:::;、．．.. • ; ・ •. •: :. • •..:. • :．:．．．: :. •g...:· ;・: ：’・：： 9 :叶＃2500 II 

プライマー

施工図

ニ．ゴルフシューズで歩いても，防水機能が損な

われないこと。

ホ．ゴルフ練習場は大きな道路に面しているので，

自動車の通過による振動をうけるため振動によ

る防水層の伸縮に耐えられること。

RS 
従来，床面には人工芝が張ってあったので，人工

芝をはがしたのち，接着剤をケレンし，サンダーに

よりきれいに取り除き，平滑なモルタル面とする。

エポキシ系プライマーを塗布し，乾燥後，防水層

としてアクアコート＃2500を2.5kg/m塗布し，乾燥

させる。ノンスリップのためのチップ固定層として

アクアコート＃3110を0.5kg/rri塗布しながら，ウレ

タンチップを撒布する。乾燥後チップを回収し，チッ

プ押えと耐候性向上を兼ねたトップコート，アクア

コート＃5000を2回塗布して仕上りとする。

④施工手順

ィ．下地調整

ロ プライマー塗り

ハ 防水層，アクアコート＃2500塗（ 2回塗）

— ゥレタンチップ撒布，固定

ホ． トップコート塗り (2回塗）
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レタン建材工事報告
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概要

建物名：板橋区立向原中学校

所在地：東京都板橋区

施 工：山生建設（株）

仕 様：パネコート PR-800 厚み 7mm 

施工面積： 1167m2

施工期間：昭和59年 1月～ 3月

概要

建物名：品川区立水神保育園

所在地：東京都品川区

施 エ:（株）浜野組

仕 様。・パネコート R-600 厚み 7mm 

施工面積： 102m2

施工期間：昭和59年 3月
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概要

建物名：都立商科短期大学，都立立川短期大学

所在地：東京都昭島市

施 工：日本産業（株）

仕 様。゜パネコート R-600 厚み 7mm 

施工面積： 2747m2

施工期間：昭和59年11月～昭和60年 1月



概

建物名：世田谷区立駒繋小学校

所在地：東京都世田谷区

施 工： （株）美建工業

仕 様：パネコートスマッシュF-400

厚み 6mm 

施工面積： 420m2

施工期間：昭和59年12月～昭和60年 2月
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建物名：目黒区中

所

施 工：ミク―

仕 様：パネコート PR-800十パネコート R

-600 厚み10mm

: 1685m2 

施工期間：昭和58年11月 3月

概要

建物名：

所在地：東京都中野区

施 工：痙青建材（株）

仕 様。゜パネコート X-240十パネコートス

マッシュF-400 厚み 61I11I1

施工面積： 135lm2

施工期間：昭和59年 1月～昭和59年 3月



物名：日本NCR蒲田工場

所在地：東京都大田区

施 工：昭和レジ

施工面積： 1754m2

防水仕様： DD-3

LS工法

BS-I工法

り）

ネオフレックス （塔屋壁面）

施工期間：昭和60年 2月～ 3月

昭和35年に完成した当工場はRC造の 3階建。数年

前より最上階部に漏水し， 1年前に現場調査・診断

を行なった。改修工事に際し，施主サイドより

の操業および従業員に支障を来さない……と

に応える と工法を選んだ。

幸いにして〈既設の平場保護モルタル（押え層）は

比較的良好な状態であり〉短期間に無公害，無事故

DD-3工法

露出歩行用 屋上体育施設用

マット仕上(0.2kt}) 
工ハーコート (2.0団）
工Jやーコート (2.Ok<t) 

US I I (I. Ok<t) 
DFシート (3%）
DFフライマー (0.3 k<t) 
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で新しい防水層と屋上テニスコートが完成した。

改修工事に際して施主および施設管理者の希望

は，①工事に際し，工場の操業および従業員に支障

を来さないこと②屋上平場の半分を作業員用テニス

コートに使用したいとのことであり，このため既存

防水層（熱アス）と押え層は撤去せず，その上に新た

に露出歩行用防水を施工することにした。

技術的な面での絶対条件は

① 下地水分（旧防水層，押え層）の脱気をうまく

行なうこと。

② パラペット天端から立っているフェンス・

ポールは漏水に結びつく危険度が高いため撤

去し，新しく置き基礎を設置し，その上にフェ

ンス・ポールを立てる。

つまり，騒音，悪臭などの公害がなく，下地水分の

脱気効果があり，テニスコートに最適な弾性をもつ，

カラフルな仕様工法として，DD-3工法が選定され

た。

0-3 
DD工法は防水層のフクレ，ゼロスパンテーション

による防水層の破断を防ぐための脱気絶縁工法とし

て開発された。脱気絶縁機能が評価され，施工実績

は累計で550万面を越える。



発泡ポリエチレン 3悶のシート

衝材となり，絶縁機能を発揮し，シート

溝が脱気効果をもつ。

DD-3工法は， DFシートの上にウレタ

を3層(5kg/mり塗布し，シームレスなカラ

の防水兼体育施設仕様である。

④施工手順

4-1 下地処理

既存目地の撤去と

とするために，樹脂モルタルによる下地作りが前提

となる。

4 -2 

脱気孔(DDシート）の設置とDFシート貼り，シー

ト貼り仕舞とジョイント処理により一次防水機能を

発揮。

ウレタン塗布 3層(5kg/rriりにより信頼件の暮い

防水層を形成する。

4-3 施工前

築後25年，最上階(3F)部分に漏水あり，屋上を全

面改修することになった。屋上平場，立上り，塔屋

げ

既存押え層を防水下地

4-4 

4-5 

下地水分（

上部に

材US-11を

る。

ウレタンモルタルを再充填，

うえウレタンモルタル

により施工した。

げ

押え層）の脱気を図るため水

る。当現場では含水状態を考慮し50m2

に 1箇設置した。

4-6 DFシート貼りと

DFシートは脱気絶縁機能をもっと

にも有効でウレタン

す。また断熱性能もある。

4-7 防水層(us

DFシートの蓄熱に絶えられる耐熱性の高い防水

，浮陸調

を促

し，シームレスな防水層を形成す

4-8 

耐摩耗性に優れた弾性舗装材（エバーコート）によ

りテニスコート内部（グリーン）と外部（ブラウン）の

塗り分けをし，塔屋外壁は弾性化粧防水材ネオフ

レックスにより施工した。

▲写真 4-3 

▼写真 4-6 
4

7

 

―― 
4

4

 

5

8

 

―― 
4

4
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イツ ィン

建物名：東京ガス

所在地：神奈川県川崎市

設計監理： （株）ティジ

冗 請：川村組（株）

施 工： （株）ジックス

工 法：ディックウレタンCF5Cエ法

: 1, lOOm2 

施工期間：昭和60年 3月

ディックウレタンクッションエ法は，大日本イン

キ化学工業（株）が長年のウレタンフォーム技術を結集

して独自に開発した，現場発泡ウレタンフォーム

“ディックウレタンCF"と塗膜防水材＂ディックウ

レタン”を組み合せた画期的な複合防水工法です。

“ディックウレタンCF"は塗布量の均ー化を目的

として径が 1mm程度の発泡プラスチックビーズを混

入していることが大きな特徴です。

ティックトッフU
ティックウレタンJS（カラー）

施工工程図

(> トップコ一卜塗布

卜
し

ーヽ

＼
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ディックウレタンCF塗布
ピッカーによるアスファルトコンパウンドの撤去

ディックウレタン Js塗布

丸棒バッカーの設置

ディックウレタン防水層

ディックウレタン増塗層

通気目地処理
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ノゞ 卜

建物名： TPK（株）玉川工場

所在地：川崎市中原区市ノ坪311

施 工：パンレタン防水工業協同組合員：

富士建興（株）

施工面積： 1,600rn2 

仕 様：パンレタン CKパンチシートエ法

SNDXエ法 5悶

施工期間：昭和60年 2月～ 5月

TDK（株）玉川工場は，昼休みなど職場のレクリ

エーション施設として，屋上の再利用を目的に，保

土谷建材のパンレタンCKパンチシートエ法が採用

された。

＠パンレタンCKl

要バ／レタンCKパンチシートエ法は，防水層のふく

れや下地のひび割れに追随する工法として高い評価

をうけている。

ふくれ防止効果の高いCKパンチシートは立体的

特殊加工と表面融着処理の工夫で下地との間に連気

層によって水蒸気が分散減圧されて防水層にふくれ

を発生させません。

R施工手順

3 -1 下地処理

下地の表面強度が弱い場合，脆弱部をデッキブラ

シなどで除去し，樹脂モルタルで処理。既存防水層

の場合は，完全撤去の後，樹脂モルタル塗布。

3-2 CKパンチシート用接着剤の塗布

スポンジ刷毛で約1.3m巾に均一塗布

3-2CKパンチシート張り付け

接着剤塗布直後に張り付ける。シート中央部から

両端に向けて十分に転圧する。

3-3 CKパンチシートの付き合せ部分の補強

巾50悶のリバーテープでつき合せ線を中心に仮

張り，パンレタン塗布

3-4 目つぶし

パンレタンMをスポンヂ刷毛又はローラーで均一

に塗布し， CKパンチシートの穴を塗りつぶす。

3-5 パンレタンノンタール塗布

ゴムベラなどで均ーに塗布

3-6 弾性舗装剤「パンステップ」の塗布

ゴムベラなどで均ーに塗布

3-7 トップコート

刷毛またはローラーで均ーに塗布

3 -8 ライン引き

テニスコート用に墨出しを行ないマーキング後ラ

イン引き。
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CKパンチシートの張り付け工程

長崎県西彼杵郡高島町町立高島中学校屋上改修工~

事DS-1 727m2 

元請：西武建設掠

施工：レヂボンケミカル株

時期： 60年3月

CKパンチシート 目つぶし工程

~茨城県谷田部町立高山中学校改築工事

元請：株木建設・

設計：岡野設計事務所

施工：常陽防水
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ウレタン塗膜防水は，新築・改修を問わず幅広く

使用されている。ここで紹介する都内区立小学校屋

上防水改修工事もその一例である。この小学校は築

約20年でアスファルト防水押え工法が施工されてい

る。改修工事は既存の防水のエ法・経年状態により

千差万別なので，調査・検討を充分に行ない，適切

な方法を選ばなければならない。

既存防水層の調査から始まり，改修工法の検討・

決定・設計・積算•発注という順になっている。ま

た，図ー 1は決定した改修工法の施工工程フローで

ある。まず，下地を訴り，欠落部を補修する。次に

改修工法のフローシート

L 既存防水層の調査

［二の検討一
／ 「―韮五五露―] 「―歪固五露―]

図ー 1 施工工程

チェックポイント

漏水原因（漏水箇所）
防水層・保護層の損傷

状況
用途／材料・エ法

改修範囲（含下地）

工期

維持管理方法
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完成

既存目地を撤去し，全面樹脂ノロ引を行なう。この

あと脱気筒設置，クロス補強張りを行ない，ウレタ

ンを塗布し，最後にトップコートを塗布する。

今回の改修工事で使用した材料は，三井東圧化学

の「サンシラール」である。仕様は第 1層がサンPC

(0. 3kg)第 2層サンシラールN(2.0kg)，第 3層サン

シラールN(3.5kg)，第 4層サンシラールC(2.5kg),

第 5層サンシラールカラートップ(0.3kg)であった。



① 下地はつり ② 欠落部補修

③ 脱気筒設置 ④ クロス補強張り

⑤ ウレタン下塗り，上塗り ⑥ トップコート塗布
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ス

マンションの改修工事は最近では社会間坦にもな

り，各方面から注目を集めている。中でも屋［防水

改修工事は雨漏りという， 日＇常生活にとって文障を

ぎたす現象への対策てあるだけに爪要てある。

京・渋谷区の第—-＾恵比寿マンションは RC造 8

階建で，築後10年を経過している。旧防水はアスフ

ァルト防水熱工法（押え工法）であるか， これまで

に漏水事故か何度かあり，そのため部分袖修か行な

64 -

われて苔だ。

根本的な解決のため，｝脊＾＿1：防水の全面改修を行な

うことになったか，都心部でもあり，防水押え層を

撤l；ーしなし、で改修か行なえる防水工法としヽうことで，

ウレタン喰膜防水か採用になった。

工期は昭和58年11月16日～ 12月5日。施工は（株）ホ

ースエ＇ドセンター，工法はボースウレボン RC-240エ
法，材料はホースウレボン R （東家ホース工業杜）

である。

晶本的な施工手順は①旧押え層，防水層の損傷部

分袖修②下地調整材「ポースベースタック」による

下地調柁③プライマー登布①下喰り（ノンタールウ

レタン黒） ⑤ lこ準り（ノンタールウレタングレー）

⑤卜、ノプコート仕上げである。なおフェンス悲礎部

など役物回りはメ、／シュで袖強した。



ッシュによる補強

R改修後
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品 メーカー 規

口 口

而）

（材工共単価）

ロ

備

ロロロ

- 1'L-1012A/ 
タケラックPC-3500I武田薬品工業（樹

L-1028/ 
PC-5600 

L -1031/ 
PC-5800 

F-135/ 
PC-

L -1032/ 
PC-7400 

タケネート M-402

F-514 

コンパウンド原料P-21

P-23 

P-40 

ソフランシー）以T-25

UTC-25 

UTT-45 

UN-25 

UC-25 

UCC-35 

F-UC-35 

V-UNC-25 

ソフランフロア
SF-240-A-20 

" SF-240-B-40 

ディックウレタン

プライアデック

ディックタフペーブ

ディックタフペーブC

パンレタン

ミリオネート

6、 8、 18kg

8、 16、18kg

8、18kg

10、18kg

2.5/7.5 

(") 
1古］刑分(%)50士2
16kg 

(") 
［古］叩分(%)40土 2
4、16kg

(B剤）

(II) 

(II) 

東洋ゴム工業昧 2.5kg工法 3,200 

2 5 II 3,800 

4 5 II 5,000 

2.5 ” 3,500 

2 5 11 4,000 

3 5 II 5,300 

3. 5 II 6,000 

2 5 II 5,800 

12色2kgホ布 3,800 

" 4 kg " 7,000 

デイプルックーフィング昧 C3C I閉3m/m 5,000 

R3C 4,800 

S 4 C l? 4rn加 6,300 

GF 原 6鴨 8,800 

CF 原 5"1/m 7,600 

A-5 厚 5鴨 8,300 

A-6 厚 6鴨 9,200 

B-5 厚 5鴨 8,900 

B-6 厚 6鴨 9,400 

C-1-13 厚13鴨 18,400 

保土谷建材工業昧 II CU-2工法 3,300 

s~1オ1工ネ法ー 3,850 
ミリ トSA2.5kg 

N~3オ5エプ法ル
ミリ ーフ30kg 7, 
ミリオステップ2.0kg
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ノンタール防水材用

カラー防水材、軟質床材用

硬質床材用

2液シーリング用

プライマー

防限、本床、 卜、ノプコート用

建材用硬化剤

（モカ溶液）

タールウレタン

クロス＋タールウレタン

アスファルト系ノンタールウレタン

カラーウレタン

クロス G十カラーウレタン

歩行）［］カラーウレタン

ソフランクロス G十カラーウレタ
ン＋脱気工法

軽歩行叫訓、クロス入リカラー
仕 11t 
非歩行用鉗出、クロス人リシルバ
-｛ l : l ^ ～ l t‘ 
特殊舗装、スポーツ）木イl.-j-.、カラ

ノンスリップ

スポーツ床（体育館）スノ＜ッタリ
ング仕上げ

耐摩耗床（駐車場工場）ノンスリ
ップ

弾性舗装（屋外）

(//) 

II (II) 

一般防水工事
(II) 

マキ l‘‘ノフ゜型仕上け

一般防水工事

シルバー仕上げ

舗装仕上げ



品名

ミリオネート

ミリオネートフロアー

ミリオネートステップ
コート

レグポールシステム

レグポールシート

ミリオネートタイル

ミリオネート NS

サシシラールT.N.C

サンシラール

サンシラール

サンシラール

サンシラールF

サンシラールG

カラートップU

カラートップーDL

カラートップーDLハード

アクアコート W-21

メーカー 格

C~3オ2工ネ法ー
I ミリ トCS20kg 

1 T-1 5エ法

1 T-3 0工法

I 6-2工法

1 T-6エ法

I凹凸仕上げ

三 井 東 圧 化 学 （ 樹 |A-35 3m/m厚
ウレタン本部

昧エービーシー商会

lOX 10 

A-45 4叫m厚

B-35 3m/m厚

B-45 4m/m厚

C-35 3m/m厚

C-45 4鴨厚

D -60 5m/m厚

D-70 6m/m厚

F-25 2. om/m厚

G-1 5鴨厚

歩行用 1. 5m/m 

II 3鴨

歩行用 1. 2m/m 

小松合成樹脂（樹 I
クロス入り
軽歩行用厚 3鴨

クロス入り
軽 歩 行 用 厚 2m/m 
クロス入り
舗装厚 4m/m 

ロス入り
厚2土

脱 気 工 法 厚 2鴨

コンクリート用

中塗り用

軟質用

硬質用

硬質用難燃性

3シーズン用

3シーズン タテ面用

露出仕上用

アクアコート W-3|

アクアコート S-12

アクアコート S-3|

アクアコ トA-31

エピコ
ターSPシールC 斉 藤 闊

” SPフロアーFU

” SPフロアーF-20I 

II SPフロアーF-301 

” SPフロアーF-40I 

II SPシール＃ 3000I 

SPシール＃ 3000N

エピコーター
SPフロアーシルバー

標準価格（円／m'）

（材工共単価）

ベランダ防水プ工仕事上3., 55000 0 Iノンスリッ げ

3,600 つ一般や床消工し事仕上け 600円/UP

5,800 彊性紬装工事

10,500 体育館床工事

7,000 テニスコート 舗装工事

4,400 外壁防水化粧工事

800円/M シーリング工事

5,400 非歩行トップコート仕上げ

5,800 

5,900 歩行用トップコート仕上げ

6,200 I 11 

4,700 押えコンクリートモルタル塗仕上

5,100 I 11 

s, 100 I弾性舗装防水（屋上）

9,100 I 11 

4,100 床用

8,800 体育施設用

1,300 フロアペイント、標準色12色

3,000 カラーウレタン系標準色 8色

6,300 

0

0

 

0

0

 

7

9

 

9

9

 

2

5

 

備 考

半硬質タイプ標準色 8色

屋根防水

4,900 屋根防水

8,100 屋上舗装

5,300 I II 

s, 400 I屋上防水

プライマー

床材

床材

防水材

トップコート
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三―

メーカー 規 格
（材工共単価）

備

SPフロアークリヤー I斉

SPフロアー 4000

サンルーフ丁ー202

藤

サンルーフ T-IOIG

ポリコート T-|

ポリコート F-21

ポリコート T-2

パネコート X-240

X-240 

U-500 

U-500 

PR-800 

R-600 

パネコートスマッシュ
F-400 

F-500 

パネコートスマッシュ
F-400 

ラザーコートAS-15

AS-18 

US-5 

US-7 

マスターズコート
AT-7 

AT-I I 

UT-4 

グリップコート U-20

U-20H 

ダイフレックス
D・D工法 00-2工法

II 00-3 II 

II 00-4 II 

闊 l表面保護艶消

露出仕上用

昭和高分子（梱 IUM工法厚 2m/m 

us工法

UE工法厚2.5m/m 

UG工法厚 2喝n

GT工法厚l3m/m

G-5エ法厚 5靡

F-5工法厚 5m/m 

F-2工法厚 2鴨

E-5工法厚 5列m

NT工法厚 5m/m 

新東洋合成（樹 IEC-MJ工法厚 2鴨

EC-BJ工法 厚2.5m/m 

RS-M工法厚 2m/m 

IR-A工法厚 2叫m

3Xl0工法厚 7m/m

3Xl0-D工法 厚 7m/m

C-1工法厚2.5m/m 

BASE工法ーA 厚4m/m

M-1工法肛 5m/m 

k-7工法厚 2土

住友ゴム工業（梱 I15鴨厚 空隙式ゴムチ
゜ッフウレタン

18鴨厚 II （特許）

5鴨厚オールウレタン

7鴨厚

7土厚
ッ

llm/m厚

ゴムチ
レタン

4鴨厚オールウレタン

2 m/m厚

1. 5叫m厚

大和高分子工業（樹 6.om/m厚

7. om/m厚

4.7m/,n厚

0

0

 

5

5

 

8

8

 

9

9

 

3

3

 

押えモルタル仕上げ防水（ウレタ
ンのみ）

シルバ一色仕上げ防水（ウレタン
のみ）非歩行用

4,200 梨子地状仕上げ防水 非歩行用

4,350 グレ一色仕上げ防水 非歩行用

22,600 陸上競技場用

8,700 Iテニスコート用

8,300 体育館用

5,250 事務所用

7,800 遊具下、屋上、テラス用

10,300 プールサイド用

4,600 露出非歩行防水

4,500 

3,700 保護歩行防水

3,000. 屋内防水

7,500 厚塗型露出歩行防水

9,000 体育施設用露出防水

5,000 露出歩行防水

8,500 脱気複合霧出防水

8,500 体育施設用弾性舗装

4,800 塗床

10,000 体育館、リハビリ、階上床

11, ooo I " （文部省指針の性能に適合）

7, soo I集会室床、多目的床

9,700 

7,900 テニスコート、校庭、球技コート

9,500 校庭、屋上の弾性舗装

7,000 屋上球技コート

3,900 

4,100 Iクリーンルーム床

6,500 露出歩行用

8,000 露出歩行用、屋上体育施設用

4,400 露出非歩行用
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メーカー 規
（材工共単価）

備

II DD-6l/ 

ダイフレックス防水
AD-I工法

AS-I II 

AS-2 11 

BS-I II 

BS-2 11 

ヽ”

アートフロアーNS

スポルトンGLI5

GLl8 

3L 

5L 

アートフロア
パルナット

ウレボンU

R
 

z
 

ボースラック R

N 

パールフロアー

プルーフロンT-10
（タールウレタン）

プルーフロンN-500
（ノンタールウレタン）

JIS A 602 I認 定 品

5.8鴨厚

2.0嘔厚

3.0嗚厚

4.0鴨厚

中外商工除 I⑦ 1.2靡

⑦ l. 5鴨

⑦ 2. O~lm 

⑦ 15.0鴨

⑦ 18.0鴨

⑦ 3. om/m 

⑦ 5. om/m 

⑦ 3. om/m 

⑦ 5.0鴨

昧東京ボース工業社 IUB-200 2.0嘔黒

UC-240 2. 4m/m黒

RB-200 2.0叫m各色

RC-240 2.4m/m II 

NS-200 2. om/mシルバー

NCS -240 2. 4m/mシル
ノゞ 一

NCT-260 2.6叫m各色

BR -200 2. om/m 11 11 

BN-200 2.0嗚
シルバー

PF -2200 2. om/m各色

PF-2300 3.0嘔！I

I 

日本特殊塗料（樹 |NT-12 2.5m/m 
| 

NN-11 2.0鴨

NN-12 2.5m/m 

NN-14 2.5m/m 

NN-16 2.5叫m

3.0叫m

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

7

6

2

0

6

4

8

6

0

5

5

5

5

5

5

5

2

0

8

0

8

5

1

8

8

7

2

3

6

2

5

4

0

 

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

5

3

3

4

4

5

6

2

3

3

9

0

5

7

5

7

3

4

3

5

3

4

5

3

3

4

7

4

3

4

4

5

5

 

ー

露出非歩行用、無機質仕上げ

歩行用モルタル押え
ゴムアスシート入

露出非歩行用

露出歩行用

霧出歩行用
JASS L-PU2相当
露出歩行用
JASS L-PUl相当
屋内一般床用
ノンスリップタイプ200円／面UP

体育館床

ウレタン・ゴムチップ

体育館・屋内一般床用木質感覚仕
卜け
刊：育館・屋内一般床用木質感覚仕
上け
一般陸屋根用歩行用保設モルタル
工法（モルタル工事は別途）

重要陸屋根歩行用保護モルタルエ
法（モルタル工事は別途）
一般陸屋根ベランダ用露出カラー
仕上

＇， 露出カラー仕
上（メッシュ入）トップコート塗布
一般陸屋根ベランダ用露出シルバ
ー仕上
軽度の歩行用一般陸屋根 露出力
ラー仕上トップコート位布

！！ 露出カラー仕上
（メッシュ入）トップコート塗布

JIS規格品 硲出カラー仕上

JIS規格品 露出シルバー仕上

一般床単色シームレスフロアー

一般床、ノンスリップ仕上、単色
シームレスフロアー
非歩行用シルバー仕上げ
ガラスクロス入リ

非歩行用非露出

非歩行用非露出
ガラスクロス入り

非歩行用シルバー仕上げ
ガラスクロス入り

非歩行用カラー仕上げ
ガラスクロス入り

非歩行用露出
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製品 名 メーカー 規
標準価格（円／m')

（材工共単価）
備

プルーフロンC-100
（カラーウレタン）

JIS A 6021 認定品

フローン＃ 11

#35 

#36 

#22 

ウレタイル

パラックス E

G 

F 

EF 

ES 

s 

EFN 

ウレタン MU-125

M-135 

ハイデラー 5

MU-250C 

MU-350F 

クリーンコート

ビューフロアー

ビューフロアー
デラックス

カラゾーンコート U#5 

グランドシール＃ 1000

t1: 2000K 

#2900 

レップS-12NT

レップSカラー

レップフロアーUF

日本特殊塗料（株 INC-11 2.0m/m 

NC-12 2.5鴨

NC-13 3.0鴨

NC-14 3.0m/m 

東 日本塗料（株 I厚 2鴨

厚1.5m/m 

東日本塗料昧厚1.5叫m

三井東圧化学（梱 2

化 成 品 建 材 本 部 ト

トップコー

2 m/m厚塗布グレ一色

2 m/m厚塗布カラー 7色

R2鴨＋ 1m/m⑦塗布
カラー 7色

5 m/m厚塗布カラー 3色

3 m/m厚塗布凹凸仕上げ

モルナイト興業（株 2.5kg／面使用

3.5kg／面使用
クロス入り

5m/m厚仕上げ

2. 5kg/m使用
ノンタールウレタン

2.5_kg/~1 クロス入り
カフー 2kg/m'1士上げ

日立化成工材（株）

ラサ合成樹脂（樹

2叫m厚

3 m/m厚

5鴨厚

GKT-RC-I工法
厚2.om/m、2.5kg/m' 
GKT-RC-II工法
厚2.3m/m、3.Okg/m1 
GKT-RC-I工法
厚2.om/m、2.5kg/m1 
GKT-RC-II工法
厚2.3m/m、3.Okg/m' 
GKT-RC-I工法
厚2.om/m、2.5kg/m' 

厚 2m/m 

厚 2mIm

厚 2鴨

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

5

 

0

6

0

6

8

5

5

0

5

4

8

 

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

4

4

5

5

3

3

3

4

4

3

3

 

非歩行用露出

非歩行用露出ガラスクロス入り

軽歩行用霧出
トップコート仕上げ
軽歩行用露出トップコート仕上げ
ガラスクロス入リ
屋上防水用カラーウレタン、軽歩
行用、 5色
ノンタールウレタン、非歩行用、
グレー

化粧床用カラーウレタン、歩行用、
5色

壁面用カラーウレタン、下・中・
上塗
伸び率850% ノンタールウレタン
防水用

クロス入リ

3,850 伸び率750%防水用

4,500 伸び率300%耐摩耗防滑性床用

5,400 防水歩行併用 耐摩耗防滑性

9,500 防水弾性安全舗装用

9,500 スポーツ施設床弾性舗装用

5,600 防水歩行併用凹凸仕上げ

3,100 歩行用

4,600 歩行用

8,500 歩行用

3,600 非歩行用

5,000 軽歩行用

2,300 防塵床

4,300 一般床

5,700 屋内体育館

9,000 球技用床

0

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

0

 

7

4

3

1

8

6

0

5

 

9

9

9

9

9

9

9

9

 

3

4

4

5

3

2

3

3

 

タールウレタン、黒色、寒冷紗入
3回栴り、保護塗料仕上げ

ノンタールウレタン。灰色

ノンタールウレタン・黒色

ノンタールウレタン防水
トップコート可能
カラーウレタン防水 6色
（軽歩行用）

ー占レタン床材
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7 

レタン用硬化剤“ビスアミン”はすぐれた

ルサービスで皆様から御好評項いております。

z
 

4, 4'ーメチレンービスー（2-クロロアニリン）

ビスアミ ン A......... 

ビスアミ ン s.........

ピスアミン ）・・・・・・・・・

レタンエラストマ

レタン

レタ

。床材。グランド

疇クランド

●御一報下さればカタログをお送り致します。皆様の御意見をお待ちしております。

本 社〒105東京都港区虎ノ門3-8-21（第 33森ビル 4F) ff (03) 436-6471（代）

大阪 支 店〒541大阪市東区瓦町 4-4 （アサヒビル 5F) ff (06) 204-1951 

名古屋出張所 〒460名古屋市中央錦3-23-18（ニューサカエビル 5F) ff(052)951-9511(｛芍

〒641和歌山市小雑貨501-1合 (0734)23-3247 
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北

海

道

北海化学 防 水 株 式 会社

株式 会社村山塗装商会

クレミス工業株式会 社

北 海 道ケミカル株式会社

岡 本 産業株式会社

第一ブロック建設株式会社

タナハシ防水工業

株式 会社互建防水工業

有限会社遠藤工務店

株式会社道南レヂボン防水

エスア イ工業株式会 社

株式会社看板塗装のタグチ

函館イーシ ー 工 業 株 式 会社

札幌 rli

札幌 市

札幌 I―li

札祝 I―li

札幌 市

北兄 r―li

釧路 rli

帯広 rli

静内郡

室蘭 r―li

椎内 rli

倶知安町

函館市

東

北

日新商事株式会 社

光化工有限会社

東江防水株式会 社

有限会社氏家樹脂防水工業

株 式 会社大三美装

県

市

市

県

県

城

台

台

島

形

宮

仙

仙

福

山

011 (831) 2885 

011 (861)6260 

011 (882) 1232 

011(831)2552 

011 (683) 4565 

0157(23)4155 

0154(36)5634 

0155(25)5776 

01464(2)1651 

0143(43)3823 

0162(33)6407 

01362(2)4174 

0138(54)0421 

0225(96)0421 

0222(23)7457 

0222(72)0195 

02458(2)5056 

0238(21)1251 

水 Ii r Ii 

大田市

大窮 rli

k /：［ Iti 

板橋 区

； ［戸／ii区

注戸川区

大田区

大田区

大田区

大田区

葛飾区

足立 区

足立区

足立区

文 成 区

文点区

品川区

品 川 区

品川 区

品川区

渋谷区

渋谷区

新宿区

杉並 区

杉並 区

杉並 区

中野区

中野区

世田谷区

世田谷区

千代田区

0292(41)5141 

0276(25)4812 

0486(51)1251 

0487(25)9500 

03 (975)7231 

03 (655)6770 

03 (678)4512 

03 (756)0521 

03 (775) 2203 

03 (759)8831 

03 (727)6858 

03 (620)4901 

03 (605)1855 

03 (606)6535 

03 (889)9170 

03 (828)7631 

03 (814)3704 

03 (787)3744 

03 (764)1891 

03 (781)4564 

03 (787) 1131 

03 (370)2395 

03 (407)7974 

03 (355)6331 

03 (327)2841 

03 (315)8290 

03 (316)5691 

03 (364)2146 

03 (372) 1188 

03 (309) 1311 

03 (427)1834 

03 (264)4961 

本部・関東支部

北海道支部

中部支部

西支部

(03) 593-7905 

(011) 683-5169 
(052) 241-9271 

(06) 202-6941 

関

東

中

部

「代田区

千代IU[X: 

「代田区

「代田区

慨島区

練馬［メ：

練馬区

練 馬 悩

H黒区

昭島 rli

/(，j・・ 中 r li 

横浜市

111崎市

鎌倉 rli

相模原市

大 fll r li 

長野 r1i

焼津市

春ll井rli

名古）和Ii

名古厨rli

名古屋市

名古屋市

名古屋市

03 (264)5539 

03 (642)7061 

03 (866)1877 

03 (983)1316 

03 (948)4400 

03 (559)1466 

03 (921)0341 

03 (724)2520 

0425(43)3306 

0423(69)2661 

045(241)0315 

044(733)5208 

0467(45)3697 

0427(52)2784 

0462(74)8851 

0262(34)1661 

05462(7)9400 

0568 (81) 2120 

052(911) 5626 -- 9 

052(774)6621 

052(931)0765 

052 (381) 5118 

052(702)2161 

関

東

近

畿

三重県

京都市

大 阪 市

大阪市

大阪市

大阪市

相歌山県

大 阪 市

枚方市

池 田 市

橿原市

神 戸 市

明 石 市

姫路市

アサノ技建株式会社

株式会社鐵屋

東洋シーラント株式会社

丸都工業株式会社

新和防水化工株式会社

株式会社フジ技研

山喜美建工業株式会社

有限会社横山防水工業

東洋工事株式会社

西川防水株式会社

株式会社東洋産業

有限会社小島化建

芳賀防水工業

株式会社ケン ヒー

株式会社相模防水エンジニアリング

サカイ工業株式会社

株式会社岩野商会

大栄工業株式会社

株式会社中部渥青

中京塗料株式会社

名古屋ゼネラルボンド株式会社

建材化工株式会社

創和防水工業株式会社

サンアイ株式会社

同和

加賀防水工

三 重 マ グ ナ 防 水 工 業

ミプ化学工業株式会社

株式会社植田商店

協立工業株式会社

ヤマト工業株式会社

三浦興業株式会社

和研防水工業

中外商土株式会社

マルフジ工業株式会社

光洋建材株式会社

宮橋工業所

パ ワ ー 防 水 株 式 会 社

生野防水工業

紅化学工業

株式会社奈良屋

群馬シングル株式会社

石田建材工業株式会社大宮支店

樺 沢 ケミカル渥青工業所

有 限 会社セオ防水技建

池田防水工業株式会社

グ ロリー防水工業株式会社

株式会社 ケィ ヒン

株式会社トミヨシ商会

森栄工業株式会 社

丸進工業株式会 社

株式会社栗崎工 業

新防水株式会社

有限会 社六 木産 業

有限会社塩沢綜合防水

三陽工業株式会 社

有限会社シグマ

昭和レ ジン工業株式会社

株式会社 第四 ソウ ビ

南満建材工業株式会社

株式 会社マノール

博多 工業株式会社

有限会社 八 雲 建 材 工 業所

レオン工業株式会社

ビ ル総合技研工業株式会 社

関東 レジン工業株式会社

協和工材株式会社

株式会社 東光 工業 所

加賀防水工業株式会社東京営業所

ゲル防水株式会社

三栄ビニフラット工業株式会社

東洋ス ポ ー ツ 施 設 株 式 会社

0595(59)2137 

075(821)3573 

06 (961)2981 

06 (772)5615 

06 (974)8161 

06 (793)7602 

07394 (3) 1116 

06 (443)4701 

0720(57)3293 

0727 (53) 8171 

07442(4)0822 

078(452)3627 

078(947)5474 

0792(97)3407 

中

国

株式会社占部防水工業 福 山 市 0849 (21)1458 

四

国

九

州

四国防水工業株式会社

有限会社中條防水工業所

富岡防水工業

イヨ防水

N I S S 0 技研株式会社

西日本特殊防水止水工事株式会社

東洋建工株式会社

東邦工業株式会社

有限会社中野防水工業

高 松 市

徳島市

阿 南 市

川之江市

新居浜市

福 岡 市

福 岡 市

大分市

長崎市

0878(31)6661 

0886(23)2564 

0884(22)5188 

0896(6) 2984 

0897(41)8255 

092(503)3800 

092(501)1366 

0975(51)6686 

0958(61)0633 
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r
 

夕 （単位．．屯）

□ 昭〗 51年 52年 53年 54年 55年 57年 58年 59年
50 

I 

T D I 51,400 56,500 56,500 51,900 58,000 58,100 54,400 54,200 63,500 63,700 

M D I 18,400 21,500 24,600 32,000 33,100 34,400 38,500 40,700 51,500 67,700 

p p G 100,500 119,200 137,600 150,400 163,301 155,900 162,100 168,500 180,300 187,200 

（単位．屯）

年次 昭胃 51年 52年 53年 54年 55年 56年 57年 58年 59年
卸衣JH口I」名 ＼ 50 

ウレタンフォーム 108,700 122,200 130,000 153,600 174,500 184,700 185,700 184,700 192,200 194,400 

誤内{軟質フォーム 83,900 94,200 101,600 117,100 134,100 148,800 151,000 151,600 152,300 152,500 

硬質フォーム 24,800 28,000 28,400 36,500 40,400 35,900 34,700 33,100 39,900 41,900 

建築 土木材料 27,000 30,600 34,700 38,600 42,200 45,600 46,700 48,400 52,800 52,900 

旦｛防水材料
18,000 19,400 20,700 22,100 23,900 24,400 22,500 23,000 25,700 25,700 

その他 9,000 11,200 14,000 16,500 18,300 21,200 24,200 25,400 27,100 27,200 

エラ ストマー 3,000 3,300 3,800 4,500 8,000 9,000 9,000 9,000 9,300 10,200 

喰 料 22,600 I 30,600 35,300 41,800 47,800 47,500 51,800 54,800 57,900 63,100 

註 (1) 上記は製品重量てある。

(2) 建築土木用のその他は、床材、弾性舗装材、シーリング材などてある。

(3) 上表には合成皮革を含まない。

(4) エラストマー刑リム製品を 54年よリエラストマーに加えた。

(5) 100 tオ吋岡は整理した。

荷錆: l i 5 5 , 0 0 0 卜 （ レタ

／ 屯 50.， 000 

45,000 

40,000 

35,000 

30,000 

25,000 

20,000 

15,000 

52,800 52,900 

46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59（年）
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[>蜘6眸度日本ウレタン建材工業会役員名簿

会 長

副会長

”
 

．
 

．
 

＇ ＇ ＇
 
長社昧ク

＞

ン

長
ィ

社

＞

フ

昧

長

一

業

社

ル

エ

昧

フ

子

成

ク

分

合

ッ

高

洋

ィ

和

東

デ

大

新

く

く

く

吉

政

介

愛

慶

啓

口

浦

城

江

三

月

●理事● 囲 A B C 商 会大田日告土

心←松 合 成 樹脂憫吉川幸太郎

斉 藤 閥 野 田工場尿顔喜助

8召和高分子閥篠原正夫

新東 洋 合成闊月城啓介

住 友ゴ ム工 業 閥 柏 原 奉一

大和裔分子工業閥三浦慶政

竹林化学工 業柿大江宗一

武田薬品工業閥鈴木清和

中外 商 工閥尿田圭助

ディックプルーフィンワ憫江口愛吉

閥東京ボース工業社八巻栄三郎

日立化成工材憫飯島貞善

束日本塗料 憫 岩上信夫

保土谷建材工業閥増渕義一

三井束圧化学柿西） 11 捷一

モルナイト興業閥矢野雅歳

ラサ合成樹脂閥吉田正男

●専務理事● 安原芳郎（事務局長）

●監 事● 日本特殊塗料閥 森 哲

ク 、＼ヽ私鮫介鳴 紐李紅p

7専門委員会

員長

▲ 

員

崎一徳 仔各松ネ、
佐々木浩生

”
 ”
 

” 

委 員 長

副 委 員 長

委 員

ff 

II 

ff 

II 

ff 

” 
II 

保エ谷建材工業株式会社

大和高分子工業株式会社

株式会社 A巳C商会

新東洋合成株式会社

テイツワフルーフィンワ株式会社

三井栗圧化学株式会社

三井要圧化学株式会社

テイツワフルーフィンワ株式会社

株式会社ABC商会

小松合成樹脂株式会社

斉藤株式会社野田工場

新東洋合成株式会社

大和高分子工業株式会社

株式会社栗京ポース工業社

中外商工株式会社

保主谷建材工業株式会社

杉田俊夫

佐川昭夫

—-74 -



昭和60年10月1日現在． 正会員•

憫エーピーシー商会

小松 合成樹脂（株）

斉 藤（株野田工場

8召和 高分 子・憫

新束 洋 合 成 株 ）

住友コいー工 業 株

100 東京都干代田区尿田町2-12-14

270-02千葉景野田市中里222中里工業団地

270-02千葉景野田市中里工業団地

101 栗京都干代田区神田錦町3-20

550 大阪市西区西本町2-5-19ニューズカザキバシピ）レ

651 神戸市詈合区筒井町1-1-1

大 和高分子工 ・業（籾 102 東京都干代田区平河町2-4-16平汀中央ピ）レ

竹 林化学工業（梱 577 栗大阪市渋川町3-1-43

中 外 西 工 闊 550 大阪市西区靱本町1-5-14

テイツワ•フ）レーフィンワ（梱 101 栗京都干代田区外神田2-16-2第2テイツワピ）レ

憫栗 京ポース工業社 116 東京都荒川区西日暮里2-45-2

日立化成工材（桐 317 日立市焉川本町5-12-15

日本 特 殊 塗 料閥 114 栗京都北区王子5-16-7

束 日 本 塗 ，料 閻 124 束京都葛飾区堀切3-25

保 エ谷建材工業籾 105 東京都港区浜松町1-18-4スバッワスピ）レ

三井東圧化学 掬 100 乗京都千代田区霞ヶ関3-2-5霞ヶ関ピ）レ

モルナイ ト輿 業 （掬 162 東京都新宿区市ヶ谷田町2-7東ピ）レ

ラ サ 合 成 樹 脂閥 101 東京都干代田区岩本町2-3-1山進ピ）レ

03 (507)7177 

0471(29)3121 

0471(29)4331 

03 (293)2471 

06 (541)1931 

078(231)4141 

03 C 230) 4311 

06 (721)6165 

06 (443)7747 

03 (256)7061 

03 (801)1151 

0294(22)1213 

03 (913)6135 

03 (693)0851 

03 (437)9471 

03 (593)7934 

03 (260)3231 

03 C 862) 0651 

度・ 特別会員●

第一工業 製 薬 闘 600 

武田薬吊工業（掬束京支店 103 

大日本インキ化学工業閥 103 

栗洋 コ △ 工 業 憫 ・151

保土谷建材工業（桐 105 

r
 

―井栗圧化学（ 掬 100 

京都市下京区塩小路烏丸西入東塩小路町614新京都センターピ）レ075(343)6824

東京都中央区日本橋2-12-10 03 (278)2780 

栗京都中央区日本橋3-7-20テイツワピ）レ

栗京都渋谷区干駄谷4-24

栗京都港区浜松町1-18-14スバッワスピ）レ

栗京都干代田区霞ヶ関3-2-5霞ヶ関ピ）レ

03 (272)4511 
03 (404) 1251 

03 (437)9471 

03 (593)7934 ． 賛助会員●

旭カー ポン 株式会社 950 新潟市屡鳥島町2

---(／＼ラケミカ）レ工業（籾 110 乗京都台束区池之端1-4-26

？
 

閻オカタエンジニアリンワ

活材ケミカ）レ（椋

セイカ商 事 （ 株

寺 田工業株式会社

栗洋紡 ス パ ン ポ ンに閥

日 束 紡 績昧

藤喜 商事 株式 会社

103 

105 

640 

105 

530 

104 

101 

東京都中央区日本橋本町4-12ミマツピ）レ

栗京都港区虎の戸月3-8-21第33森ピ）レ

和歌山市南汀丁1-3

東京都港区芝公園2-3-3

大阪市北区堂島2~4-17 藤田ピ）レ本舘

乗京都中央区八重洲2-8-1

栗京都干代田区岩本町3-7-13

0252(74)1211 

03 (828)6181 

03 (668)9705 

03 C 436) 6471 

0734(33)2191 

03 C 431)8211 

06 (348)3365 

03 (276)5286 

03 (863)6761 
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………----→令~;;:;;や------……7
昭和61年新春を迎え，会誌第 9号をお届けいたします。昭和41年にウレタン系塗膜防水材が建築

， 約20年が経過いたしました。

本ウレタン防水協会から建材協会となり， 59年10月建材工業会と改組，返遷して参りました。

しては，ウレタン系建築材料のもつ品質，特性，施工性などの優位性をアピールし，ニーズの多様

材分野のみにとどまらず，他分野

大をはかるべく，技術，広報活動を重視しております。

そのため，昨年初に広報小冊子“いま，なぜウレタン建材なのか”を発刊して，需要分野をご紹介し，今回の年

会誌 9号の内容も最新の需要動向，統計資料とともに屋上を再利用した舗装材，塗り床への要望などを盛り込み

ました。

当誌の企画編集に際し，業界の諸先生，有識者，理事，会員の方々から貴重なるご意見，ご寄稿を賜わり，

また各社から多大の広告，有料工事報告などの賛助，協力を頂きましたことを，誌上より厚く御礼申し上げます。

なお，当誌の製作，編集，広告取扱いを願いました（株）テツアドーさんは，我々の業界発展のための強力なるス

ポークスマンとして活躍中であり，当誌の企画した内容充実，カラー化にご尽力頂き併せて深謝申し上げます。

当業界のより一層の発展を祈念して止みません。

（ア行） 旭カーボン（株）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..33 

イ／＼ラケミカ）レ（株）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・ • 8 2 

（株）エービーシー商会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ •84 

（力行） 活材ケミカル（株）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・71

光栄商事（株）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． •39

光栄加工（株）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..39 

/ J＼松合成樹脂（株）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・81

（サ行） （株）斎藤．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・ • 8 | 

（株）ジックス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ • 78 

新東洋合成（株） ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..・・・・・・・・・表 3 

全国塗膜防水工事業団体連合会…………… 8

全日本ウレタン工事業協同組合……………72

（夕行） 第一工業製薬（株）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・ •83 

大和高分子工業（株） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・表 4 

武田薬品工業（株）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..77 

[馘委員声
委員長保土谷建材工業（株）

副委員長 大和高分子工業（株）

委員（株）ABC商会

／／ 新東洋合成（株）

／／ ディックプルーフィング（株）

II 三井東圧化学（株）

-76-

引

ディックプルーフィング（株） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・表 2 

東洋ゴム工業（株）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 2

東洋紡スノゞンボンド（株）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 6

中外商工（株）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・79

（株）東京ボース工業社 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・33

東京樹脂工業（株）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・79

（ナ行） 日東紡績（株） •....................................... ··80 

野口興産（株）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 4

（l ¥行） パンレタン防水工事業協同組合…………… 7

東日本塗料（株）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・78

保土谷建材工業（株）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． I

（マ行） 三井東圧化学（株）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 3

（ヤ行） ョッャウレタン（株）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 5

編集•発行

〒105 栗京都港区新橋6-13-3

島田ビ）レ合03-438-0988

製作協カ・広告取扱

株式会社テツアドー企画部

〒160 栗京都新宿区西早稲田3-21-18

みやビ）レ合03-204-4891
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その他各種用途の製品があります()詳しくは下記へお問合せ下さい〇

ノン

質床

硬質床

2液

ー）レ

ーリン

マー

イマー

防塵、

防塵、

木床、

木床、

ヽ

ッ

ツ

ト

ト

（
 

(JIS 

ト

ト―― 

‘ヽ,ノ

‘‘,／ 

1大阪市東区道修町 2丁目27番地TEL:06(204)2480 

〒|03東京都中央区日本橋2丁目12番10号 TEL:03(278)2780 
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11111外壁補修工事業協同組合員

11111全国パラテソクス防水工事業協同組合員

11111東日本建設防水協同組合員

11111東日本シーリング工事業協同組合員

11111ゴムアスファルト防水工事業協同組合員

11111全日本プレハブ建築防水協会会員

11111全国アロンコート・アロンウォール防水工事業協同組合員

（東京都知事許可般59第36279号）

一ヽ"
一取締役社長出水秀夫

東京都渋谷区代々木1-30-1TEL03(370)0121（代）

ヽ

贔
鵬
” ≫ ヽ

工場やオフィスには防水・防塵効果の高い製品や静電気

の滞留を防ぐもの。病院、マンションては防音・吸音性のあ

るもの、スポーツ施設ならショックを吸収するクッション性に

優れたフローンなどさまざまなタイプを揃えています。

《床材》

●フローン＃ 22-—弾I生化粧床用
●フローン＃55 厚膜型床用塗材

●‘ノルエポ井 90--—耐薬品床用塗料
●l＼イフローン 床用防塵塗料

●水性フロアー—―水系カラー舗装塗料
●アースフローン一静電気帯電防止用床塗料

〒124 東点都葛飾［メ堀切 3-25-18 

TEL.03 (693) 0851（代）
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゜

東京樹指工業株式会社
本社／東京都千代田区岩本町2-2-8

〒101 合 03-863-1258
工場／干葉県市川市鬼高 1-3-12 

〒272 合 0473-79-7701 

アートフロアーは、｀｀機能感覚のフロアー”

で す。一般用床から工場床、スポーツ施設

床にいたるあらゆる用途の塗り床材として

お役立て下さい。中外商工は“塗り床のコン

サルタント”です。製造から施工まで一貫し

てお引受けいたします。お気軽にご相談下

さい。

屋内一般床

スポーツ施設床

工場施設床

屋外カラー舗装

鉄道車輛床

本 店〒550大阪市西区靱本町 1-5-1 4合 (06))443-7321代

東京支店〒110東京都台東区東上野3-22-1 合 (03)834-6241的

東北支店〒980仙台市台原 4-7 -2 0合 (0222)71-2171代
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日本ウレタ

1111東 京／〒104東京都中央区八重洲 2-8 -1 TEL 03 (276) 5286 

■大 阪／〒541大阪市寮区喬麗橋5-30 日生伏見ピル新館 TEL 06 (208) 5060 

111111名古屋／〒460名古屋市中区錦1-17-13名興ビル TEL052 (231) 5137 

-80 -

膜構造に

GRCに

に

断熱に

防虫網に

インテリアに

ラスファイバー
東京都中央区八重洲2-8-1 TEL 03 (276) 5265 

11111札 幌／〒060札幌市中央区北一条西5-3北一条ヒル TEL011 (261) 5506 

■広 島／〒730広島市中区八T堀15-10セントラルヒル TEL082 (228) 1710 

1111福 岡／〒810福岡市中央区天神2-8-38協和ヒル TEL092 (721) 5570 



住友イ

1,，＇’’’’l l l', l l’’’’l ll l l l,’’’’’l l l l l,’I I 

アクアコート＃ 1000•• タールウレタン防水材

アクアコート＃2000}屋根防水用塗膜材 JIS
アクアコート＃2500
アクアコート井 3000•••ウレタン塗床材

アワアコート井8000・
アクアコ

アワアコ

@IIヽ
本社・工場

営業所

i 
千葉県野田市中里 22 2 電話0471 --29 --3121 

東京都台東区柳橋2 15 3電話 03-862-1081

化成品事業部 機能性樹脂部

大阪市東 区北浜 5- 1 5 TEL 06-220-3666 

東京都中央区日本橋 2-7-9 TEL 03-278-7311 

名古屋市中区錦町 1-11-10 TEL 052-232-2258 

-81 -

野田工場〒270-02 千葉県野田市中里中里工業団地

技術研究所 TEL. (0471)29-4331（代）

FAX (0471)29-8516 



ウレタ

イハラキュアミンMT :3,3ージクロロ—4,4 ー ジアミノ
ジフェニルメタン

イハラキュアミンML-100：イハラキュアミンMT35％溶液

（非反応性溶剤）

イハラキュアミンML-130:イハラキュアミンMT30％溶液

（反応性溶剤）

イハラキュアミンML-150:イハラキュアミンMT50％溶液

（非反応性溶剤）

イハラキュアミンML-520:イハラキュアミンMT50％溶液

（反応性溶剤）

イハラキュアミンML-530:イハラキュアミンMT50％溶液

（反応性溶剤）

CUA-4:トリメチレンビス（4-アミノベンゾエート）

TC DAM : 2, 2'3, 3'ーテトラクロロ -4,4'ジアノジフェニル

メタン

- 82 

東京都台東区池之端1-4-26（クミアイ化学工業ビル4F) 

〒|10 TEL03-828-618|（大代表）



防水材、床材、

シリーズ

目地材、壁、接着、塗料、注型の新しい基材

1,，＇, I 

シリーズ

シリーズ

シリーズ

f
f
f
 

本 社

本店・研究所

東 京支 社

〒600

〒600

〒103

ート

京都市下京区塩小路通烏丸西入東塩小路町614
（新京都センタービル）

京都市下京区西七条東久保町55

東京都中央区H本橋 3-12-1

本店

研究所

（第一三木ビ）v)

乞 075-343 6 8 2 3 

合 075-321-43 6 7 
日 075-321-14 4 1 
匹 03-274-6051（代）

四 03-274-6057（直通）

叶
日
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参魯鬱鬱参鬱鬱 魯鋤＠鬱

滑らず安全な床てあること。足音が評かないこと。清掃が楽なこと。丈夫なこと。

これら床材にとって必要な全ての条件を満足させるのがABC商会のカラートップDLて‘‘す。

住宅・店舗・ビル・工場の一流

建材・設備機器を豊富に展

示しております。ぜひ一度、ショ

ールームてお確かめください。

滅らず、滑らず、美しいという床材の理想的条件を備えたカラートップDLは、弾力性に優れていますのて‘、足音が響かず、

歩行感の良い疲れない床材て‘‘す。シームレスな仕上面ははこりの付着、水の浸透を防ぎ、メンテナンスも容易てす。ゴム

状弾性の特長を活かし、教室、廊下などの他、テニスコートや歩行用屋上などにも使われています。

（株） 商

会

●カタログをご請求ください。
〒I00東京都千代田区永田町2-12-14宣伝諜 B-DL f系

当製品についてのお問い合わせは 03-507-7177まで
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合成高分子Iしーフや'J..

I2namicSiieワらiRによる防水システム＿

-SE工法
〈特許防水工法〉＿ 

0努飼柱状憶を持ったシート塵が 「ふくれ」，「はがれ」，「や，ぶれ」の三悪を追放．／

0強靱さと抜群の耐久性とシームレスな美しい仕上りの複合防水システム．／

■多用途・多目的…

用途は、歩行用、非歩行用、断熱と幅広く 、

さらに防水機能だけでなく 、全天候型の弾性

舗装材としてテニスコート 、バレーコート等

のスポーツ施設に多目的な利用ができます。

■新築・改修・メンテナンス；．．
BASE工法の登場で、 防水をトータルに計

画することができるようになリました。

■日本バネコート防水事業協同組合
賣任施工 ・. I 

良ヽ薪江釜点株式會社
営 業本部〒550大 阪市西区西本 町 2丁 目5番19号 TEL (06) 541-1931(｛勺
東 京支店〒116東京都荒川 区東日慕里 5丁l=l45-12 TEL (03) 891-7531(｛勺
名古屋営業所 〒453名古閑 市中村［え竹橋町 18- 19 TEL (052)452-1781（代）

福岡 営業所〒810福 岡市 中央 区天神 4―l:H9 -10 TEL (092)715-1361（代）

工 場〒592堺市築港 新町 3 「 27 TEL (0722)44-7631({¥J 



同
防
水
工
法
が
拓
く

゜

00-2工法 （京都地方筋易保険局6027m')

e>一

｝妥た、テニスコートなどのスポー

ア。

防水改修と同時に屋上の再開発

1.ふくれみ＜ごない（脱気システム）

2.下地のクラックに強い（絶縁システム）

3．シームレス／で均ーな塗膜厚

4.屋上の軽量化がはかれる

5. トータルコストが安い

一暑罰罰’"訓績麟喧謬戸楔 ，I 

●太陽熱をはね返す遮熱・防水システムフレスコート仕上げ工法(F仕

DD防水工法を一歩進めて、太陽熱をはね返す遮熱機能を加えた新しい

法が、フレスコート遮熱システムです。太陽光線の熱成分のうち80％をシ

ットアウトし屋根スラブや最上階スペースの温度上昇を防ハで饂体を保言

すると共に、防水層の熱劣化を防ぎ冷暖房の省エネ効果にも優れtdt封生
示します。

●燃えにくい無機質仕上げハードエース (DD-5・・6工法）

ハードエースはDD防水工法用に開発された硬く、燃えにくいカラー舗装内

です。硬質のため外力によって損傷を受けず、柔軟性もあり、防水層の動

にも良く追従します。耐候・耐熱・耐水性に優れ、DD防水工法の美観を損カ

わず、歩行用・非歩行用の防水保護層が得られる無機質仕上げの露出
水工法です。

3大和暮分子工薬株式会社 本 社東京都千代田区平河町2-4-16（平河中央ビル）（〒102)ff03(230) 4311 
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